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飯田市制施行70周年�
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（巻末に掲載）�
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70
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施
行
　
周
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70
飯
田
・
上
飯
田
両
町
合
併
、飯
田
市
誕
生�

三
信
鉄
道
全
通
に
よ
り
辰
野
―
飯
田
―
豊

橋
間
が
全
通
し
、伊
那
谷
に
一
大
転
機�

水
害
で
市
の
上
水
道
断
水
、
川
路
村
で
は

八
十
年
来
の
大
水
害
で
被
害
額
20
万
円�

飯
田
市
警
防
団
結
成�

飯
田
商
工
会
議
所
創
立�

飯
田
市
常
会
発
足
「
…
万
民
翼
賛
の
誠
を

致
さ
ん
と
す
」と
の
誓
詞
を
採
択�

全
国
各
都
市
に
先
駆
け
て
健
康
保
険
組
合

を
設
立�

金
属
回
収
の
た
め
、
2
3
0
年
の
歴
史
を

誇
る
市
内
4
神
社
の
煙
火
筒
応
召�

自
治
振
興
模
範
市
に
指
定�

4
私
鉄
が
国
鉄
に
移
管
さ
れ
「
国
鉄
飯
田

線
」と
し
て
営
業
開
始�

国
民
貯
蓄
運
動
を
推
進
し
た
知
久
町
3
丁

目
、総
理
大
臣
表
彰�

東
京
か
ら
の
学
童
疎
開
第
一
陣
飯
田
へ�

県
立
飯
田
保
健
所
開
設�

南
信
・
大
平
・
御
岳
・
伊
那
の
各
自
動
車
会

社
統
合
し
て
信
南
交
通
株
式
会
社
設
立�
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飯田市長　牧野光朗�

昭
和

　
4
月
1
日
に
、
飯
田
市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。�

　
今
回
の
特
集
は
、
飯
田
市
長
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
飯
田
市
の
こ
れ

ま
で
の
歩
み
、
今
年
度
１
年
間
の
記
念
事
業
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

歴
史
を
ふ
ま
え
、新
た
な
枠
組
み
で

　
　
ま
ち
づ
く
り
を
始
め
る
節
目
の
年

　
４
月
１
日
を
も
っ
て
飯
田
市

制
施
行
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
こ
と
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。�

�

　
飯
田
市
合
併
を
振
り
返
る�

�

　
今
か
ら

70
年
前
の
昭
和

12

年
４
月
１
日
、
飯
田
町
と
上
飯

田
町
が
合
併
し
て
、
人
口
３
万

１
千
余
人
の
飯
田
市
が
誕
生
し

ま
し
た
。
以
来
、
６
回
に
わ
た

り
周
辺
15
町
村
と
の
合
併
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
平
成
５
年
７

月
に
は
、
上
郷
町
と
の
合
併
に

よ
り
念
願
の
10
万
都
市
と
な
り
、

平
成
17
年
10
月
に
は
、
上
村
、

南
信
濃
村
と
の
合
併
を
実
現
し

ま
し
た
。�

�

　
災
害
か
ら
の
復
興
の
歴
史�

�

　
か
つ
て
当
地
域
に
は
、
日
本

三
大
桑
園
の
一
つ
と
謳
わ
れ
た

広
大
な
桑
畑
が
展
開
し
、
養
蚕

と
繊
維
業
の
隆
盛
で
「
山
」「
里
」

「
街
」
の
多
様
な
生
活
基
盤
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

昭
和
の
初
期
か
ら
、
世
界
恐
慌

と
化
学
繊
維
の
普
及
で
衰
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、

戦
後
の
大
火
や
36
災
な
ど
幾
多

の
災
難
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
、
地
域
の
先
達

の
皆
さ
ん
は
、
り
ん
ご
並
木
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
度
重
な

る
災
難
に
「
自
ら
の
ま
ち
は
自

ら
が
つ
く
る
」
と
い
う
ム
ト
ス

の
精
神
で
立
ち
向
か
い
、
克
服

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
、

ア
フ
ィ
ニ
ス
夏
の
音
楽
祭
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
、
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。�

�

　
自
然
と
調
和
し
た
環
境
へ
の
取
り
組
み�

�

　
近
年
は
、
地
球

環
境
問
題
は
全
人

類
共
通
の
課
題
で

あ
る
と
の
認
識
に

立
ち
、
人
と
自
然

の
関
わ
り
を
見
つ

め
直
し
、
日
々
の

生
活
か
ら
産
業
活

動
ま
で
す
べ
て
の

営
み
が
自
然
と
調

和
す
る
ま
ち
づ
く

70
年
間
の
主
な
出
来
事
（1）
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全
国
一
斉
人
口
調
査
、
飯
田
市
の
人
口
３

３
、７
７
２
人�

学
校
給
食
開
始�

飯
田
観
光
協
会
設
立�

飯
田
市
大
火
、焼
失
面
積
2
0
2
、0
0
0

坪
、
罹
災
世
帯
４
、
０
１
０
戸
、
罹
災
人
数

１
７
、８
０
０
人
、被
害
額
約
15
億
円�

飯
田
市
復
興
都
市
計
画
発
表�

飯
田
市
消
防
団
結
団
式
兼
警
防
団
解
団
式�

飯
田
市
復
興
競
馬
大
会�

川
路
・
龍
江
両
村
が
天
竜
峡
観
光
協
会
設
立�

飯
田
市
消
防
本
部
・
消
防
署
発
足�

飯
田
電
報
電
話
局
設
置�

元
善
光
寺「
平
和
の
鐘
」の
突
き
初
め
式�

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
発
足�

市
立
病
院
開
院�

市
立
養
老
院
加
賀
沢
寮
完
成�

高
松
病
院
開
院�

今
宮
球
場
完
成�

公
選
制
の
市
教
育
委
員
会
発
足�

高
速
自
動
車
中
央
道
建
設
長
野
県
期
成
同

盟
会
結
成�

初
の
名
誉
市
民
に
日
夏
耿
之
介
氏�

飯
田
市
営
動
物
園
開
園�

り
ん
ご
並
木
の
植
え
付
け
開
始�

長
姫
高
等
学
校
、
全
国
高
等
学
校
選
抜
野

球
大
会
で
優
勝�

飯
田
市
復
興
祭�

浜
井
場
小
学
校
円
筒
校
舎
完
成�

1
市
7
カ
村
合
併（
座
光
寺
・
松
尾
・
竜
丘
・

三
穂
・
伊
賀
良
・
山
本
・
下
久
堅
）�

鼎
町
と
上
郷
村
に
合
併
の
申
し
入
れ�

市
章
制
定�

市
営
と
場
の
し
ゅ
ん
工�

松
尾
・
竜
丘
・
下
久
堅
の
各
中
学
校
を
統
合

し
て
緑
ヶ
丘
中
学
校
開
校�

飯
田
市
下
水
処
理
場
供
用
開
始�
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り
に
、
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で

き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ

り
も
環
境
を
大
切
に
思
い
慈
し

む
心
が
、
私
た
ち
の
日
々
の
生

活
の
隅
々
に
ま
で
浸
透
し
、
地

域
固
有
の
文
化
と
し
て
醸
成
さ

れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
「
環
境

文
化
都
市
」
を
標
榜
し
て
き
ま

し
た
。�

�

　
新
し
い
枠
組
み
で
進
め
る�

　
ま
ち
づ
く
り�

�

　
時
代
は
今
、
少
子
高
齢
化
が

進
行
す
る
中
、
人
口
減
少
時
代

に
入
り
、
地
域
を
取
り
巻
く
環

境
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
地
方
分
権

な
ど
の
一
連
の
改
革
は
、
従
来

の
国
と
地
方
の
関
係
を
新
し
い

も
の
に
変
え
る
可
能
性
を
秘
め

て
お
り
、
真
の
地
方
分
権
と
住

民
自
治
を
、
改
め
て
市
民
と
行

政
が
共
に
考
え
推
進
す
る
時
代

に
入
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
地
方
自
治
の
仕

組
み
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

る
中
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
市
民
相
互
並
び
に
市
民

と
行
政
と
の
協
調
に
よ
っ
て
推

進
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ

の
た
め
、
市
民
一
人
一
人
が
地

域
社
会
の
一
員
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

そ
の
個
性
や
能
力
が
十
分
に
発

揮
さ
れ
る
こ
と
を
「
自
治
基
本

条
例
」
で
定
め
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
地
域
で
で
き
る
こ
と

は
地
域
の
創
意
・
工
夫
で
実
施

で
き
る
仕
組
み
と
し
て
「
地
域

自
治
組
織
」
の
活
動
も
始
ま
り

ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
根
幹
と
な
る
方
針

に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
を

中
心
に
、
市
議
会
議
員
の
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
参
画
の
も
と
、「
第

５
次
飯
田
市
基
本
構
想
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
基
本

構
想
基
本
計
画
は
、
市
民
、
地
域
、

企
業
、
団
体
、
行
政
な
ど
「
多

様
な
主
体
」
に
よ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

た
地
域
経
営
の
航
海
図
と

も
言
え
る
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
で
す
。
こ
の
基
本
構
想
基
本
計
画
で
は
、

10
年
後
の
め
ざ
す
都
市
像
を
、�

住
み
続
け
た
い
ま
ち 

住
ん
で
み
た
い
ま
ち 

飯
田

人
も
自
然
も
輝
く 

文
化
経
済
自
立
都
市

と
定
め
、
「
い
つ
の
時
代
も
、
こ
の
素
晴
ら
し

い
環
境
の
下
で
、
市
民
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ

に
活
き
活
き
と
輝
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
」
の
姿
を
表
し
ま
し
た
。�

　
平
成
19
年
度
は
、
地
域
の
自
立
に
向
け
て

新
し
い
枠
組
み
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
節
目
の
年
で
す
。
こ
の
市
制
施
行

70
周
年
を
契
機
に
、
住
み
続
け
た
い
、
住
ん

で
み
た
い
飯
田
市
を
と
も
に
創
造
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。�
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70
年
間
の
主
な
出
来
事
（2）

写
真
で
見
る
飯
田
市
の
歩
み

河
竹
繁
俊
氏
、名
誉
市
民�

飯
田
市
民
プ
ー
ル
完
成�

川
路
村
と
合
併�

梅
雨
前
線
豪
雨
で
午
後
か
ら
被
害
続
出
、

被
害
状
況
は
死
者
11
人
、行
方
不
明
５
人
、

罹
災
７
、５
１
７
戸
、１
７
、１
９
２
人
、被

害
額
17
億
７
千
万
円�

天
龍
峡
が
県
立
公
園
に
指
定�

飯
田
市
・
龍
江
村
中
学
校
組
合
立
竜
峡
中

学
校
開
校�

市
庁
舎
落
成�

竜
西
一
貫
水
路
国
営
工
事
分
完
成�

龍
江
・
千
代
・
上
久
堅
の
３
カ
村
と
合
併�

市
立
病
院
落
成�

組
合
立
飯
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
落
成�

老
人
ホ
ー
ム
川
路
寮
開
設�

松
川
入
、
集
団
移
住
に
よ
り
解
散
式
を
行

い
、百
年
の
歴
史
に
幕�

市
交
通
安
全
連
合
会
結
成�

飯
田
食
肉
セ
ン
タ
ー
落
成�

中
央
道
杭
打
式�

飯
田
商
工
会
館
落
成�

飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
館�

１
万
１
千
ト
ン
の
上
水
道
貯
水
池
風
越
地

籍
に
完
成�

中
津
川
線
着
工
。
二
ツ
山
ト
ン
ネ
ル
の
掘

削
工
事
開
始�

飯
伊
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
発
足�

竜
西
一
貫
水
路
し
ゅ
ん
工�

飯
田
市
・
鼎
町
・
上
郷
村
上
下
水
道
組
合
が

発
足�

千
代
・
上
久
堅
両
中
学
校
を
統
合
し
、竜
東

中
学
校
開
校�

4
・
1
�

7
・
1
�

3
・
31�

6
・
27�

���

11
・
16�

4
・
1�

�

11
・
3�

12
・
16�

3
・
31�

7
・
14�

9
・
29�

12
・
15�

3
・
21�

�

7
・
28�

8
・
12�

10
・
21�

12
・
5�

5
・
30�

6
・
20�

�

11
・
21�

�

11
・
4
�

11
・
15
�

2
・
17
�

�3
・
31
�

�
・�

�

・�

�����

・�

��

・�・�・�

��

・�

�����

・�

����

・�

�

・�

��� 35��36������37���38�39�40���41������42�����44��45����

〜
基
本
構
想
基
本
計
画
に
沿
っ
て
〜

第
１
次 
め
ざ
す
都
市
像
「
田
園
工
業
都
市
」

第
１
次 
め
ざ
す
都
市
像
「
田
園
工
業
都
市
」

第
２
次 

め
ざ
す
都
市
像
「
緑
と
光
に
あ
ふ
れ
た
豊
か
な
住
み
よ
い
田
園
都
市
」

第
２
次 

め
ざ
す
都
市
像
「
緑
と
光
に
あ
ふ
れ
た
豊
か
な
住
み
よ
い
田
園
都
市
」

昭和41年～52年昭和53年～62年

昭和47年4月、飯田文化会館を開館。
今日も飯田下伊那の文化活動の発
信拠点として親しまれています。�

昭和52年6月、市民憲章を制定しま
した。�

昭和59年9月、地場産業振興センター
オープン。飯田下伊那の地場産業の
振興の一翼を担っています。�

昭和59年12月、中央道高速バス（飯
田ー新宿間）運行が開始されました。�

10万都市構想（昭和57）の策定過程
で生まれた「ムトス」の概念をもと
に昭和61年2月、第1回ムトス賞を決定。�

昭和47年4月、飯田文化会館を開館。
今日も飯田下伊那の文化活動の発
信拠点として親しまれています。�

昭和昭和50年8月、月、中央道中津中央道中津川 IC～駒
ヶ根 IC 間が開通し、高速交通の時
代が到来しました。�

昭和50年8月、中央道中津川 IC～駒
ヶ根 IC 間が開通し、高速交通の時
代が到来しました。�

昭和52年6月、市民憲章を制定しま
した。�

昭和59年9月、地場産業振興センター
オープン。飯田下伊那の地場産業の
振興の一翼を担っています。�

昭和59年12月、中央道高速バス（飯
田ー新宿間）運行が開始されました。�

10万都市構想（昭和57）の策定過程
で生まれた「ムトス」の概念をもと
に昭和61年2月、第1回ムトス賞を決定。�
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有
線
の
自
動
化
施
設
が
完
成
�

飯
田
卸
売
団
地
開
設
�

大
平
部
落
解
散
式
、3
0
0
年
の
歴
史
に
幕
�

城
山
清
掃
工
場
操
業
開
始
�

県
飯
田
合
同
庁
舎
し
ゅ
ん
工
式
�

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成
�

松
井
卓
治
氏
、名
誉
市
民
�

飯
田
文
化
会
館
し
ゅ
ん
工
式
（
総
工
費
約

6
億
円
）�

押
洞
地
籍
の
県
民
運
動
広
場
開
場
式
�

都
市
計
画
に
よ
る
用
途
地
域
大
幅
に
変
更
�

恵
那
山
ト
ン
ネ
ル
開
通
�

考
古
資
料
館
完
成
�

松
川
ダ
ム
、妙
琴
浄
水
場
し
ゅ
ん
工
式
�

自
然
遊
歩
道
伊
那
谷
ル
ー
ト
（
沢
城
湖
ー

上
郷
町
八
王
子
公
園
）開
通
式
�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
飯
田
荘
完
成
�

飯
田
市
公
民
館
・
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
し

ゅ
ん
工
�

心
身
障
害
児
通
園
訓
練
施
設
「
ひ
ま
わ
り

学
園
」松
尾
に
開
設
�

飯
田
市
総
合
運
動
場
と
飯
田
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
が
松
尾
に
完
成
�

市
民
憲
章
制
定
�

市
の
花「
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
」、市
の
木「
リ
ン

ゴ
」に
決
定
�

飯
田
警
察
署
新
庁
舎
移
転
、業
務
開
始
�

日
夏
記
念
館
オ
ー
プ
ン
�

第
1
回
人
形
劇
カ
ー
ニ
バ
ル
開
催
�

竜
東
一
貫
水
路
完
成
式
�

り
ん
ご
並
木
顕
彰
碑
除
幕
�

第
1
回
ミ
ス
り
ん
ご
娘
コ
ン
テ
ス
ト
�

市
立
図
書
館
新
築
オ
ー
プ
ン
�

飯
田
市
防
災
行
政
無
線
を
開
局
�

中
央
道
西
宮
線
全
線
開
通
�

信
濃
路
自
然
歩
道
全
線
開
通
�

10
・
15
�

11
・
９
�

11
・
30
�

４
・
16
�

６
・
５
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３
・
31
�

４
・
１
�

４
・
29
�

�５
・
21
�

12
・
28
�

３
・
３
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５
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16
�

５
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17
�
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・
20
�

�６
・
21
�

11
・
12
�

�４
・
１
�

�５
・
27
�

�６
・
21
�

９
・
１
�

�９
・
６
�

５
・
15
�

8
・
11
�

４
・
25
�

７
・
13
�

10
・
４
�

７
・
5
�

４
・
１
�

11
・
10
�

１
・
21
�

・
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�����
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�
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�

・
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・
�

第
３
次 

め
ざ
す
都
市
像
「
緑
と
ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
、
活
力
あ
る
り
ん
ご
並
木
の
ま
ち
　
い
い
だ
」

第
３
次 

め
ざ
す
都
市
像
「
緑
と
ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
、
活
力
あ
る
り
ん
ご
並
木
の
ま
ち
　
い
い
だ
」

第
４
次 

め
ざ
す
都
市
像
「
人
も
自
然
も
美
し
く
、
輝
く
ま
ち
飯
田
　
環
境
文
化
都
市
」

第
４
次 

め
ざ
す
都
市
像
「
人
も
自
然
も
美
し
く
、
輝
く
ま
ち
飯
田
　
環
境
文
化
都
市
」

第
５
次 

め
ざ
す
都
市
像

「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
　
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
　
飯
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
も
自
然
も
輝
く
　
文
化
経
済
自
立
都
市
」

第
５
次 

め
ざ
す
都
市
像

「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
　
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
　
飯
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
も
自
然
も
輝
く
　
文
化
経
済
自
立
都
市
」

・・・
そ
し
て
新
し
い
10
年
が
動
き
始
め
る�

昭和63年～平成７年平成８年～18年

昭和63年8月、10周年を迎えた人形
劇カーニバルは世界人形劇フェス
ティバルと同時開催されました。�

平成元年10月、菱田春草を顕彰・記念
し、伊那谷の自然・文化をテーマとす
る飯田市美術博物館を開館しました。る飯田市美術博物館を開館しました。�

平成12年4月、桐林環境産業公園オ
ープン。地域資源循環と環境学習の
場になりました。�

平成15年12月、飯田市歴史研究所開
設。歴史資料を調査、収集、保存し、
その成果を皆さんに伝えています。�

平成17年10月、飯田市、上村、南信濃
村が合併し、新飯田市としてスター
トしました。�

昭和63年8月、10周年を迎えた人形
劇カーニバルは世界人形劇フェス
ティバルと同時開催されました。�

平成元年10月、菱田春草を顕彰・記念
し、伊那谷の自然・文化をテーマとす
る飯田市美術博物館を開館しました。�

平成4年10月、飯田市立病院を移転
改築。郡市民が安心して受診できる
医療拠点が整いました。�

平成4年10月、飯田市立病院を移転
改築。郡市民が安心して受診できる
医療拠点が整いました。�

平成12年4月、桐林環境産業公園オ
ープン。地域資源循環と環境学習の
場になりました。�

平成15年12月、飯田市歴史研究所開
設。歴史資料を調査、収集、保存し、
その成果を皆さんに伝えています。�

平成17年10月、飯田市、上村、南信濃
村が合併し、新飯田市としてスター
トしました。�
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70
年
間
の
主
な
出
来
事
（3）

地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
完
成
式
、オ
ー
プ
ン
�

飯
田
市
・
鼎
町
合
併
�

中
央
道
特
急
バ
ス（
飯
田
ー
新
宿
間
）運
行
�

猿
庫
の
泉「
名
水
百
選
」に
選
定
�

旭
ヶ
丘
中
学
校（
山
本
・
伊
賀
良
）落
成
、開

校
式
�

り
ん
ご
並
木「
日
本
の
道
百
選
」に
選
定
�

イ
タ
チ
ガ
沢
最
終
処
分
場
完
成
式
�

飯
田
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校
開
校
�

人
形
劇
カ
ー
ニ
バ
ル
10
周
年
世
界
人
形
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
、人
形
劇
場
完
成
�

シ
ャ
ル
ル
ヴ
ィ
ル
・
メ
ジ
ェ
ー
ル
市（
フ
ラ

ン
ス
）と
友
好
都
市
提
携
�

�第
１
回
ア
フ
ィ
ニ
ス
セ
ミ
ナ
ー
開
催
�

飯
田
市
美
術
博
物
館
開
館
�

三
遠
南
信
自
動
車
道
基
本
計
画
区
間
決
定
�

天
竜
川
治
水
対
策
事
業
起
工
式
�

全
国
最
大
規
模
の
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
開
始
�

新
市
立
病
院
開
院
�

飯
田
市
・
上
郷
町
合
併
�

飯
伊
地
方
拠
点
都
市
地
域
基
本
計
画
承
認
�

三
遠
南
信
道
矢
筈
ト
ン
ネ
ル
供
用
開
始
�

飯
田
運
動
公
園
プ
ー
ル
「
ア
ク
ア
パ
ー
ク

Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
」オ
ー
プ
ン
�

第
４
次
基
本
構
想
・
基
本
計
画
ス
タ
ー
ト
�

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
・
県
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
開
館
�

川
路
寮
を
改
築
し
、ハ
ー
ト
ヒ
ル
川
路
に
�

通
産
省
の
エ
コ
タ
ウ
ン
地
域
に
指
定
�

市
民
バ
ス
運
行
開
始
�

飯
田
駅
前
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
完
成
�

南
信
州
広
域
連
合
発
足
�

・
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・
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平
成

70
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

川本喜八郎人形美術館オープン�

市制施行70周年記念式典�

川本喜八郎人形美術館オープン�

市制施行70周年記念式典�
川本喜八郎人形美術館

アフィニス夏の音楽祭

地域史研究集会

飯田市消防出初式

3月25日（日）

3月31日（土）

川本喜八郎人形美術館オープン　イベントウイーク�

第５回信州飯田ふるさと会連合会総会及び東京の飯田まつ第５回信州飯田ふるさと会連合会総会及び東京の飯田まつり�

しらびそ高原　ヒルクライム大会�

ツアー・オブ・ジャパン南信州ステージ�

いいだ人形劇フェスタ2007�

飯田まつり　第25回いいだりんごん�

第2727回中央道沿線都市親善スポーツ大会回中央道沿線都市親善スポーツ大会�

アフィニス夏の音楽祭�

第5回飯田市地域史研究集会「地域自治と歴史研究」�

川本喜八郎人形美術館オープン　イベントウイーク�

第５回信州飯田ふるさと会連合会総会及び東京の飯田まつり�

しらびそ高原　ヒルクライム大会�

ツアー・オブ・ジャパン南信州ステージ�

4月28日（土）～5月6日（日）

5月13日（日）

5月20日（日）

5月23日（水）

いいだ人形劇フェスタ2007�

飯田まつり　第25回いいだりんごん�

第27回中央道沿線都市親善スポーツ大会�

アフィニス夏の音楽祭�

第5回飯田市地域史研究集会「地域自治と歴史研究」�

8月2日（木）～5日（日）

8月4日（土）

8月5日（日）～10月14日（日）

8月20日（月）～26日（日）

8月24日（金）～２6日（日）

第21回伊那谷文化芸術祭�

郷土日本画家遺作展�

三遠南信サミットin南信州2007�

ニュースポーツフェスティバル�

『聞き書き　飯田市の70年』発行�

図書館まつり�

第21回伊那谷文化芸術祭�

郷土日本画家遺作展�

三遠南信サミットin南信州2007�

ニュースポーツフェスティバル�

『聞き書き　飯田市の70年』発行�

図書館まつり�

11月中の日曜日・祝日

（11月上旬）

11月14日（水）

11月2５日（日）

（11月下旬）

11月下旬～12月上旬

平成20年　飯田市消防出初式�平成20年　飯田市消防出初式�1月6日（日）

演劇宿公演「夢・大江磯吉の」�演劇宿公演「夢・大江磯吉の」�  2月17日（日）

特に、★印は「記念事業」とし、重点的に行います。�
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り
ん
ご
並
木
整
備
事
業
し
ゅ
ん
工
�

よ
こ
ね
田
ん
ぼ
が
、「
日
本
の
棚
田
百
選
」

に
選
定
�

ほ
っ
湯
ア
ッ
プ
ル
オ
ー
プ
ン
�

桐
林
環
境
産
業
公
園
し
ゅ
ん
工
�

直
接
被
害
額
１
億
円
。
１
月
27
日
の
大
雪

は
、観
測
史
上
最
大
を
記
録
�

橋
南
第
一
地
区
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
「
ト

ッ
プ
ヒ
ル
ズ
本
町
」
し
ゅ
ん
工
式
�

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
り
ん
ご
庁
舎
オ
ー
プ
ン
�

り
ん
ご
並
木
が
、環
境
省
の「
か
お
り
風
景

百
選
」に
選
定
�

平
成
記
念
か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園
開
園
�

治
水
対
策
事
業
完
成
�

市
民
運
動
と
市
が
力
を
合
わ
せ
、
菱
田
春

草
の
大
作「
菊
慈
童
」を
購
入
�

新
桐
林
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
稼
働
�

飯
田
市
役
所
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
自
己

適
合
宣
言
�

南
信
州
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
特
区
認
定

飯
田
市
歴
史
研
究
所
オ
ー
プ
ン
�

第
12
回
環
境
自
治
体
会
議「
い
い
だ
会
議
」

環
境
省
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
地

区
に
指
定
�

飯
田
市
・
上
村
・
南
信
濃
村
合
併
�

千
代
地
区
社
会
福
祉
法
人
設
立
。
千
代
保

育
園
を
経
営
移
管
�

地
域
経
済
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
０
６

策
定
�

橋
南
第
二
地
区
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
「
ト

ッ
プ
ヒ
ル
ズ
第
二
」し
ゅ
ん
工
式
�

飯
田
市
川
本
喜
八
郎
人
形
美
術
館
開
館
�
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・�
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・�
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・�

全国さくらシンポジウムin飯田�

第21回飯田やまびこマーチ�

第23回野底山森林公園まつり�

全国さくらシンポジウムin飯田�

第21回飯田やまびこマーチ�

第23回野底山森林公園まつり�

実業団サイクル

峠の国盗り綱引き合戦

4月9日（月）～10日（火）

4月28日（土）～29日（日）

4月28日（土）

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

奥茶臼山・新登山道で新しい発見�奥茶臼山・新登山道で新しい発見� 6月中旬

アスリートの記憶－水谷章人・スポーツ報道写真1968～2007－�アスリートの記憶－水谷章人・スポーツ報道写真1968～2007－� 7月14日（土）～8月26日（日）

第24回信州飯田60歳以上ソフトボール大会�

全日本実業団サイクルロードレースin飯田�

第24回信州飯田60歳以上ソフトボール大会�

全日本実業団サイクルロードレースin飯田�

9月15日（土）～16日（日）

9月30日（日）

奥茶臼山・新登山道で新しい発見�

第53回風越登山マラソン大会�

第40回 日本女子ソフトボールリーグ�
１部リーグ 飯田大会�

ＥＭＣシンポジウム�

生活と環境まつり2007�

飯田市育樹祭�

峠の国盗り綱引き合戦�

ゼロエミッションフォーラムin飯田�

『みる・よむ・まなぶ　飯田・下伊那の歴史』発行�

絵画のなかの物語　　　　　　　　　　　　�
－菱田春草＜王昭君＞と日本美術院の歴史画－�

奥茶臼山・新登山道で新しい発見�

第53回風越登山マラソン大会�

第40回 日本女子ソフトボールリーグ�
１部リーグ 飯田大会�

ＥＭＣシンポジウム�

生活と環境まつり2007�

飯田市育樹祭�

峠の国盗り綱引き合戦�

ゼロエミッションフォーラムin飯田�

『みる・よむ・まなぶ　飯田・下伊那の歴史』発行�

絵画のなかの物語　　　　　　　　　　　　�
－菱田春草＜王昭君＞と日本美術院の歴史画－�

（10月初旬）

10月8日（月）

10月20日（土）～21日（日）

10月25日（木）～26日（金）

10月27日（土）～28日（日）

10月28日（日）

（10月下旬）

（10月下旬）

（10月下旬）

10月20日（土）～
11月11日（日）

わがまち飯田70景－「飯田市の今」を撮る－表彰式と作品展�

市民のつどい「いま輝いて女と男」�

わがまち飯田70景－「飯田市の今」を撮る－表彰式と作品展�

市民のつどい「いま輝いて女と男」�

（未定）

（未定）

平成19年

平成20年

この１年間、「市制施行70周年記念」と題したさまざまなイベントを行います。�
（都合により変更となる場合があります）�
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398億�
6,000万円�

農林水産業費�
22億1,178万円(5.5％)

消防費�
13億345万円(3.3％)

市　税�
140億6,228万円�

(35.3％)

地方交付税�
96億3,000万円�

(24.2％)

歳入歳入

市　債�
34億1,960万円(8.6％)

諸収入�
22億6,890万円(5.7％)

県支出金�
22億4,993万円(5.6％)

繰入金�
9億7,260万円(2.4％)

その他�
21億4,461万円(5.4％)

国庫支出金�
29億6,075万円(7.4％)

398億�
6,000万円�

歳出歳出 民生費�
101億8,964万円�

(25.6％)

公債費�
53億6,687万円(13.5％)

衛生費�
54億1,512万円�

(13.6％)

土木費�
43億8,407万円(11.0％)

教育費�
41億1,211万円(10.3％)

総務費�
38億6,411万円�

(9.7％)

商工費�
23億7,849万円(6.0％)

その他�
4,435万円(0.1％)

歳入の概要
○基幹的な収入である市税は、
所得税から住民税への税
源移譲や税制改正により
個人市民税が大幅に増額
になる見込みです。一部に
業績回復が見られる法人
市民税も増額となり、全体
では約14億円（11.1％増）
増加を見込みました。�

○これに伴い、臨時に措置さ
れてきた所得譲与税や減
税補てん債は廃止、地方特
例交付金は減額となりま
す。�

地方消費税交付金�
12億円�
(3.0％)

分担金・負担金�
9億5,133万円(2.4％)

議会費�
2億9,989万円�

(0.7％)

労働費�
2億9,012万円�

(0.7％)

歳出の概要
○重点事業のほかに、道路
の維持補修費の増額や学
校図書の充実など市民生
活に直結する事業に配慮
しました。�

○一般廃棄物最終処分場建
設が本格化する衛生費や、
地域自治組織関係の総務
費が伸びています。�

○これらの事業に対応する
ため、行財政改革により、
約6億1,500万円の財源を
捻出しました。�

一

般

会

計

予

算

一

般

会

計

予

算

�

一

般

会

計

予

算

�

一

般

会

計

予

算

�

各

会

計

予

算

各

会

計

予

算

�

各

会

計

予

算

�

各

会

計

予

算

�

特

　

別

　

会

　

計

�
一般会計�

国民健康保険・事業勘定�
国民健康保険・直診勘定�
老人保健�
介護保険�
地方卸売市場事業�
駐車場事業�
墓地事業�
簡易水道事業�
農業集落排水事業�

下水道事業�

介護老人保健施設事業�

特別養護老人ホーム�

上村デイサービスセンター�

上村しらびそ高原観光事業�

ケーブルテレビ放送事業�

病院事業�

水道事業�

特別会計小計�

総　　計�

6,000万円�
2,600万円�
533万円�
460万円�
3,490万円�
1,900万円�
6,910万円�
1,680万円�
760万円�
900万円�

2,200万円�

6,860万円�

4,150万円�

2,410万円�

8,610万円�

1,880万円�

2,162万円�

8,000万円�

5,505万円�

1,505万円�

398億�
93億�

�
106億�
80億�

�
�
�

6億�
7億�

55億�

3億�

6億�

�

�

1億�

127億�

27億�

516億�

915億�

0.0�
14.0�
0.0�
4.6�
2.5�
17.1�
3.8�
0.0�

△17.8�
3.8�

5.4�

37.8�

△7.3�

10.6�

6.2�

△8.5�

4.6�

0.7�

5.3�

3.0

�
保険給付費、老人保健拠出金、介護納付金、共同事業拠出金�

三穂診療所、上村歯科診療所�
医療給付費�
保険給付費、地域支援事業費�
施設改修 650万円�
中央、本町、飯田駅、駅西、扇町各駐車場�
西部霊園施設整備�
上久堅簡易水道整備�
米川野池芋平地区�

公共：飯田処理区・松尾浄化管理センター・川路処理区�
特環：竜丘処理区・山本地区、和田処理区�
高松分院閉院に伴う維持管理費増�

飯田荘、第二飯田荘�

支援サービス�

観光施設�

竜東地区、遠山郷�

新介護老人保健施設整備 2億3,000万円�

鉛給水管布設替 1億8,510万円�

（　）内は構成比�

ねん�

会計名 予算額 主な内容前年度比(％)
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…300万円�
…535万円�
…100万円�
…1,700万円�
…100万円�
…700万円�
…4,000万円�
…428万円�
…204万円�
…260万円�

…8,786万円�
…3,256万円�
…8,834万円�

…１億3,197万円�

…4,861万円�
…２億2,607万円�

…1,500万円�
�

…340万円�
…2,254万円�

�
�

…1,673万円�
…軽減額約３億円�

…3,825万円�
…330万円�
…977万円�

�
…8億6,300万円�

…400万円�
…9,950万円�

…1億1,500万円�
…300万円�
…1,000万円�
…6億800万円�

�
…13億6,500万円�

…3,850万円�
…73万円�
…240万円�

…1億円�
…700万円�

�

…250万円�
…250万円�
…1,800万円�
…150万円�
…3,530万円�
…7,330万円�

平成19年度予算�平成19年度予算�平成19年度予算�平成19年度予算�
市政の新しい枠組みスタート市政の新しい枠組みスタート
「文化経済自立都市」実現に向けて�「文化経済自立都市」実現に向けて�「文化経済自立都市」実現に向けて�

　行財政改革の状況�
　平成19年度からの新しい「飯田市行財政改革大綱」
に基づいて事務事業を見直し、18年度と比べて、
次のような成果が出ています。�

○職員数および人件費の抑制�
○民営化、委託化による経費の削減�
○使用料見直しによる歳入確保�
○枠配分、事務事業の廃止など�
　経費の削減�
○補助金、負担金の見直し�
○公債費の縮減�

　平成 19年度当初予算の概要をお知らせします。
　基本的な経費を定めた一般会計予算額は、前年度並の
398億 6,000万円（対前年比 0.0％）となりました。
　国の補正予算に伴い、平成 18年度補正予算に約７億
円を前倒しした事業を加えた場合には、1.8％増の予算と
なり、新たにスタートする第５次基本構想基本計画や自
治基本条例、地域自治組織などを意識し、地域の自立に
向けての積極面もある予算としました。

　　　さまざまな産業がいきづき
　　　　地域経済が自立した元気なまち
「地域経済活性化プログラム2007」に基づき、�
産業のさらなるパワーアップを推進します。�

☆信州大学大学院運営�
☆市田柿、南水、南信州牛のブランド化推進�
☆飯田の木で家を建てるプロジェクト事業�
☆天龍峡まちづくり整備事業�
☆事業化可能な研究開発に支援�
☆中心市街地活性化基本計画策定�
○産業用地整備事業�
○人材誘導事業�
○農業担い手誘致事業�
・地域農産物の海外輸出チャレンジ�

　　　ともに支え合い　安心、安全に暮らせるまち

学校の耐震化や高松分院跡地への�
新介護老人保健施設建設に着手します。�

☆新介護老人保健施設整備事業�
☆庁舎建替事業�
☆防災ヘリポート整備事業�
・学校耐震化の推進�
　（鼎小・松尾小耐震補強工事ほか）�
・高度医療や救急医療の推進�

　　　豊かな自然、文化を活かし、
　　　　多様なライフスタイルが実現できるまち
文化財である旧山本中学校校舎をグリーンツーリズムの
拠点施設として活用するなど、飯田らしく特徴あるまち
づくりを進めます。�

☆杵原広場（旧山本中学校）整備事業�
○三遠南信地域交流事業�
・土地利用総合計画策定、景観形成推進�

　　　みんなの思いでうごくまち
地域自治組織による創意と工夫を活かした
地域づくりを支援していきます。�

☆パワーアップ地域交付金（地域自治組織へ）�
○ムトス飯田支援事業�

　　　市制施行70周年記念事業ほか

☆全国さくらシンポジウム開催�
☆日本女子ソフトボールリーグ大会�
☆美術博物館特別展�
☆わがまち飯田70景フォトコンテスト�
○学校図書の充実�
○道路維持補修、舗装補修の増額�

　　　地域で学び地域で育つ
　　　「地育力」でみんなが輝くまち
保育料軽減などの子育て支援に力を入れます。�

☆全保育園、幼稚園�
　非常通報システム設置事業�
☆放課後子ども教室設置事業�
☆奨学金貸与事業�
　（貸与月額１万円の増額と�
　地元帰飯者償還免除1/3）�
☆特別支援教育支援員配置�
○保育料の軽減�
○私立幼稚園就園奨励補助金�
○「地育力」向上連携システム�
○つどいの広場の拡充�
　（1カ所増設を含む）�
○児童手当の支給（3歳未満児増額）�
○不妊治療費助成事業（最長5年に拡大）�
○児童館、児童クラブの運営（上郷開設）�

主な事業内容� ☆印は新規事業、○印は拡充事業、�
・印は継続事業です。�

第5次基本構想基本計画の政策施策の体系にそって事業を整理し、
基本目標や重点施策、市民生活に直結する事業にも配慮しました。�

■問い合わせ　財政課　内線2231
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分科会風景�

穏やかに語り合う川本さん（左）と高畑さん� 取り組みを発表するシチズン平和時計（株）の井原さん�

　2月23日、文化会館で開催。映画鑑賞の後、川本

喜八郎さんと高畑勲さんが「アニメーションと日本文

化」をテーマに語り、集まった皆さんは、アニメに対する

二人の気持ちがこもった言葉に聴き入っていました。�

　2月25日「新しい地域づくりの時代に

向けて～地域自治組織における公民館

活動～」をテーマに、飯田市公民館で

開催しました。�

　社会教育功労者の表彰や日本公民

館学会前会長小林文人さんの基調講

演の後、参加者は子育てや郷土学習な

ど7つの分科会に分かれて、これからの

公民館活動のあり方などについて活発

に意見交換を行いました。�

　3月11日に文化会館で、記録映画の上映や講演

会などを行いました。また、さらに働きやすい職場を目

指して、シチズン平和時計株式会社で実践されている

積極的な取り組みが紹介されました。�

地域に役立つ公民館に�
第44回飯田市公民館大会�

市民のつどい�

いま輝いて女と男�
川本人形美術館開館前イベント�

作品に込められた「魂」�

小林さんの講演�

ひと� ひと�
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　2月20日、かわらんべで「ダイハツボン

シャンス飯田」の2007チーム発表会が、

また同日、シルクホテルでファンとのふれ

あい会が行われました。�

　代表の福島晋一さんによると、「ツア

ーオブジャパンや実業団サイクルロード

レースで温かく迎えてくれたことが飯田を

選ぶ決め手になった」とのことで、強い

選手を育成し、飯田の知名度アップに

貢献したいと熱く語ってくれました。�

　2月24日、竜丘公民館に、市内のエコクラブメンバーが

集まりました。環境カルタでの学習会や、活動発表会、

「エコファイターショー」など、盛りだくさんの内容で、環境

への関心がさらに高まる機会となりました。�

エコ活動のきっかけに�
飯田こども環境会議�

ダイハツボンシャンス飯田�

ようこそ！飯田へ�

今後の抱負を語る福島代表（中央）�

次はなんだろう？　環境カルタ�

選手の皆さん、がんばってください�

川路エコキッズクラブの皆さんによる発表�
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　『
鈍
感
力
』
と
い
う
言
葉
を
耳

に
し
ま
す
。
小
泉
元
首
相
の
発

言
で
話
題
に
な
っ
た
渡
辺
淳
一

さ
ん
の
著
書
名
で
す
が
、
鈍
感

と
い
う
言
葉
の
も
つ
消
極
的
イ

メ
ー
ジ
を
逆
に
と
ら
え
て
お
り
、

周
囲
の
反
応
に
鈍
い
こ
と
こ
そ

が
前
向
き
に
生
き
る
こ
と
に
一

役
か
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
そ

う
で
す
。
今
年
の
流
行
語
大
賞

に
選
ば
れ
る
か
注
目
で
す
が
、

１
９
９
８
年
の
流
行
語
大
賞
に

『
老
人
力
』
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
赤
瀬
川
原
平

さ
ん
の
著
書
名
で
す
が
「
人
は

老
い
て
衰
え
る
わ
け
で
は
な
く
、

も
の
を
う
ま
く
忘
れ
た
り
す
る

力
、
つ
ま
り
老
人
力
が
つ
く
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
、
老
化

を
逆
転
の
発
想
で
積
極
的
に
と

ら
え
る
こ
と
を
提
唱
し
、
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た
。�

　
さ
て
、
日
本
は
世
界
有
数
の

長
寿
国
で
あ
り
平
均
寿
命
は
男

性
78
・
56
歳
、
女
性
85
・
52
歳

と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

90
歳
以
上
人
口
は
１
０
０
万

人
、
１
０
０
歳
以
上
人
口
は
２

万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
当
院

の
外
科
で
は
、
10
年
前
に
は
１

年
間
に
１
件
だ
け
だ
っ
た
90
歳

以
上
の
方
に
対
す
る
手
術
が
、

２
０
０
６
年
に
は
16
件
と
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
外
科
医
を
し
て

い
る
と
「
も
う
歳
だ
か
ら
」
と
手

術
を
希
望
し
な
い
患
者
さ
ん
や

勧
め
な
い
ご
家
族
も
結
構
お
見

受
け
し
ま
す
。�

　
確
か
に
臓
器
の
機
能
が
低
下

し
て
い
た
り
、
も
と
も
と
持
病

が
あ
る
場
合
に
は
、
術
中
・
術
後

の
合
併
症
（
肺
炎
や
活
動
性
の

低
下
な
ど
）
の
可
能
性
が
高
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
手
術
を
受
け
た
く
な
い
気

持
ち
も
分
か
る
の
で
す
が
、
発

想
を
逆
転
し
て
み
る
の
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。�

　
高
齢
だ
か
ら
体
力
が
な
い
と

い
う
の
で
は
な
く
、
長
生
き
な

の
は
体
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
だ

と
。
も
ち
ろ
ん
容
態
に
あ
わ
せ

て
手
術
法
を
選
択
し
ま
す
し
、

以
前
に
比
べ
る
と
麻
酔
の
技
術

や
手
術
前
後
の
全
身
管
理
法
な

ど
も
進
歩
し
て
い
ま
す
。
実
際

に
99
歳
の
が
ん
患
者
の
方
が
、

お
腹
を
開
く
手
術
を
し
て
元
気

に
歩
い
て
退
院
し
て
い
か
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

　
適
応
を
選
べ
ば
高
齢
者
に
お

い
て
も
手
術
の
必
要
性
は
全
く

変
わ
り
ま
せ
ん
。
手
術
に
よ
り

劇
的
に
生
活
が
改
善
さ
れ
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
高
齢
と

い
う
理
由
だ
け
で
手
術
を
行
わ

な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
内
容
に
『
敏
感
』
で
い
て

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。� 市立病院　外科�

峯岸  芳 樹  医師�

高
齢
者
に
対
す
る
手
術�

飯田市立病院�
〒395-8502 飯田市八幡町438�
TEL.0265-21-1255

飯
田
市
長
　
牧
野
光
朗
�

そ
の
２８
�

も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー�

　
先
日
、
地
育
力
向
上
連
携

シ
ス
テ
ム
推
進
計
画
の
一
環
と

し
て
、
シ
チ
ズ
ン
平
和
時
計

㈱
で
、
も
の
づ
く
り
体
験
学

習
教
室
が
あ
り
ま
し
た
。
親

子
連
れ
で
、
工
場
内
に
設
置

さ
れ
た
「
南
信
州
時
計
工
房
」

を
見
学
し
て
か
ら
、
実
際
に

時
計
の
電
池
交
換
を
行
う
も

の
で
し
た
が
、
普
段
は
あ
ま

り
意
識
し
て
い
な
い
も
の
づ

く
り
の
現
場
を
体
験
で
き
た

こ
と
か
ら
、
大
変
好
評
だ
っ

た
よ
う
で
す
。�

　
興
味
深
い
こ
と
に
、
多
く

の
親
御
さ
ん
が
今
回
最
も
印

象
に
残
っ
た
こ
と
と
し
て
、

マ
イ
ス
タ
ー
の
存
在
を
挙
げ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
南
信
州

時
計
工
房
で
は
、
ス
ー
パ
ー

マ
イ
ス
タ
ー
は
じ
め
6
人
の

マ
イ
ス
タ
ー
の
皆
さ
ん
（
全

員
女
性
で
す
）
が
、
最
高
級

の
時
計
を
そ
れ
ぞ
れ
専
用
の

作
業
机
で
１
日
30
個
ほ
ど

組
み
立
て
て
い
る
そ
う
で
す
。�

　
も
ち
ろ
ん
マ
イ
ス
タ
ー
は�

「
親
方
」
で
す
か
ら
、
後
輩

の
指
導
も
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
お
話
を
聞
い
て
い

る
う
ち
に
、
マ
イ
ス
タ
ー
の

本
場
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
バ
イ

オ
リ
ン
職
人
養
成
学
校
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
そ
こ
を
視

察
し
た
と
き
に
は
、
確
立
さ

れ
た
技
術
の
伝
承
の
た
め
に
、

昔
な
が
ら
の
師
弟
関
係
の
中

で
徹
底
し
た
人
材
育
成
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た

も
の
で
す
。�

　
今
回
の
よ
う
に
、
も
の
づ

く
り
の
現
場
を
体
験
学
習
し

た
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
「
メ

イ
ド
・
イ
ン
・
南
信
州 

飯
田
」

を
担
う
ス
ー
パ
ー
マ
イ
ス
タ

ー
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。�
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毎月市民の皆さんに、�

1. 私の健康法�

2. 感動したこと�

3. 今がんばっていること�

4. まちづくりへの提言�

以上の項目から選んで�

語っていただき、�

次の方にバトンタッチする�

「リレートーク」です。�

次はあなたの番かも…�

ぼくの夢�

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言�

　ぼくのしょう来の夢は、野球選手になるこ

とです。なれるか分かりませんが、少年野球

の練習が日曜日にあるのでがんばりたいです。�

　もうひとつは、農家になることです。いと

この家で、おじいちゃんたちがキャベツとか

いろいろな野菜をたくさん作っています。そ

の野菜をもらってきて食べると、とてもおいしいです。ぼくも、

こんなおいしい野菜をたくさん作って、みんなに食べてもらい

たいと思いました。�

　ぼくの夢は、この二つです。�

遠山郷を�
　「桜源郷」に�

　遠山川の堤防沿いには、およそ1km
にわたって約200本の桜が植えられて
おり、河津桜や枝垂れ桜もあります。
この見事な桜を地域づくりに活かそう
と住民有志が立ち上がり、第1回遠山
さくらまつりを開催したのが一昨年4
月です。遠山太鼓や歌謡ショー、地元
民謡クラブや健康体操クラブの踊り、
珍床劇団のコント、カラオケ大会など
で大変盛り上がりました。�
　この桜は、過去40年間にわたり老
人クラブ、同級生団体（４０会、昭和

15・16年生まれの辰巳会）、商工会
などが植樹・手入れ、ぼんぼり飾りを
行ってきましたが、現在は、辰巳会と
当会が担当しています。�
　この3月には、「日本花の会」の森
田和市先生のご指導で、珍しい種類の
八重桜を含めて80本の桜を植樹しま
した。遠山郷を、さまざまな桜が見事
に咲き乱れる桃源郷（桜源郷?）にす
るのが私たちの夢です。�
　今年も4月8日に、かぐらの湯の横
で第3回遠山さくらまつりを盛大に開
催します。各種のイベントを用意して
皆様のご来訪をお待ちしております。
春の遠山郷も、また格別ですよ。�

遠山桜を守る会�

会長　山 禮爾 さん�

むら�さわ�だい�き�

村澤太輝 さん�
（丸山小６年）�

先月の石濱洋子 さん（鼎）からのリレー�

ざき�やま�

よんまる�

じ�れい�

か�

と
う�

ひ
と�

み�

　
近
ご
ろ
「
丘
の
上
」
も
随
分
近
代
化
し

て
き
ま
し
た
。
大
き
な
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

が
立
ち
並
び
、
都
会
化
し
て
き
た
丘
の
上
。

時
代
と
共
に
変
わ
っ
て
い
く
街
並
み
に
、

う
れ
し
い
よ
う
な
、
寂
し
い
よ
う
な
、
複

雑
な
気
持
で
す
。
�

　
街
の
シ
ン
ボ
ル
・
り
ん
ご
並
木
は
、
東

中
卒
業
生
の
私
に
と
っ
て
は
特
に
思
い
出

深
い
場
所
で
す
。
今
も
東
中
の
生
徒
の
皆

さ
ん
に
よ
り
守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
、
大
変
う
れ
し
く
誇
り
に
も
思
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
中
学
生
だ
け
で
な
く
地
元
の

方
々
も
並
木
手
入
れ
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
で
す
。
70
歳
を
過
ぎ
た
私
の

母
も
、
中
学
生
に
混
じ
っ
て
手
入
れ
な
ど

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
�

　
日
々
変
わ
り
つ
つ
あ
る
街
並
み
も
、
大

勢
の
方
々
の
支
え
で
守
ら
れ
て
お
り
、
素

晴
ら
し
い
環
境
で
生
活
で
き
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
�

加
藤
仁
美
さ
ん（
橋
南
）�
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シール・ラベル� オフセット�

飯田市鼎下茶屋2027

㈹（0265）24－4438�
○（0265）23－2668F

◆バーコードシールから高級カラーラベルまで�
◆大きなポスター1枚からできます。�
◆画集・出版物 他　ご相談下さい。�

販売促進をサポートするシール・ラベル�
美しい「商品の顔」をつくります�
工場・印刷機はつねに清潔。�
原紙・インキ等も厳選。だから食品にも安心。�

高品質印刷──�
美しく鮮やかな印刷�
地球環境にも配慮した�
ノンアルコール印刷を実現。�

すてきなシール印刷●美しいオフセット印刷�
�

E-Mail：info@yoshizawa-insatu.co.jp

「地球環境へのやさしさ」にこだわります。�

「
聞
き
書
き
飯
田
町
の�

暮
ら
し
3
」
発
刊�

歴
史
研
究
所�

4
月
の
月
例
研
究
会�

市
税
の�

コ
ン
ビ
ニ
収
納
開
始�

����

▼
納
付
で
き
な
い
場
合�

○
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー
ド
の
印

　
刷
が
な
い
場
合�

　（
平
成
１９
年
３
月
以
前
に
発

　
行
し
た
納
付
書
）�

○
現
金
以
外
で
の
納
付
を
希
望

　
す
る
場
合�

○
納
付
書
を
持
参
し
な
い
場
合�

○
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額

　
が
３０
万
円
を
超
え
る
場
合�

○
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額

　
以
外
の
金
額
で
の
納
付
を
希

　
望
す
る
場
合�

○
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額

　
を
訂
正
し
た
場
合�

※
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
刷
が
な
い

　
納
付
書
を
お
持
ち
の
方
で
、

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

　
の
納
付
を
希
望
す
る
方
は
、

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
納
税
課
　
管
理
係
　�

　
内
線
５
１
５
３�

���

　
歴
史
研
究
所
の
近
現
代
史
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
大
正
末
期
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
飯
田
町

で
暮
ら
し
た
方
々
か
ら
の
聞
き

取
り
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

町
の
様
子
の
ほ
か
に
、
運
送
業
、

元
結
、
水
引
、
花
柳
界
、
半
生

菓
子
の
業
界
に
つ
い
て
、
興
味

深
く
語
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。�

※
「
飯
田
町
の
暮
ら
し
」
の
１ 

　
お
よ
び
２
を
増
刷
し
ま
し
た
。�

▼
定
価
　
５
０
０
円�

▼
販
売
所�

　
歴
史
研
究
所
、
市
役
所
２
階

　
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

���

　
歴
史
研
究
所
で
は
、
月
に
１

度
研
究
所
員
等
が
研
究
内
容
を

報
告
し
て
、
参
加
者
が
自
由
に

意
見
交
換
す
る
研
究
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。�

　
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。�

▼
日
時
　
４
月
２１
日
g�

　
午
後
２
時
〜
４
時�

▼
場
所�

　
座
光
寺
公
民
館�

▼
報
告
内
容�

　
「
座
光
寺
地
区
の
本
棟
造
と

　
養
蚕
民
家
―
中
間
調
査
報�

　
告
―
」�

　
昨
年
秋
か
ら
座
光
寺
地
区
で

　
進
め
て
き
ま
し
た
本
棟
造
や

　
養
蚕
民
家
の
民
家
調
査
の
中

　
間
報
告
を
行
い
ま
す
。
養
蚕

　
民
家
の
建
築
の
特
徴
や
分�

　
類
、
養
蚕
が
本
棟
造
に
与
え

　
た
影
響
な
ど
を
お
話
し
し
ま

　
す
。�

▼
報
告
者�

　
金
澤
雄
記
研
究
員�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

�����������

　
４
月
以
降
に
発
行
す
る
市
税

の
納
付
書
か
ら
、
今
ま
で
の
金

融
機
関
や
市
役
所
窓
口
な
ど
に

加
え
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
。�

　
休
日
や
夜
間
で
も
納
税
で
き

ま
す
。�

▼
納
付
で
き
る
市
税�

○
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）�

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税�

○
軽
自
動
車
税�

○
国
民
健
康
保
険
税�

※
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

　
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。�

▼
納
付
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

　
ス
ス
ト
ア�

　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ

　
ン
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
ほ
か�

※
納
付
書
裏
面
に
記
載
し
て
い

　
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

納付できる納付書

バーコード�
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国民健康保険の加入・脱退の届出は14日以内に！国民健康保険の加入・脱退の届出は14日以内に！

★退職された場合は、�
　必ず、いずれかの手続きが必要です。�

退職日から 14 日以内に市
役所保健課国保係、各自治
振興センター、りんご庁舎
市民証明コーナーに国保加
入の届出をしてください。�

家族の勤務先または加入し
ている健康保険組合等にお
問い合わせください。�

一定の条件を満たせば、引き
続きその保険に加入できます。
（手続きは20日以内）詳細は
加入していた健康保険組合等
にお問い合わせください。�

■問い合わせ　保健課　国保係　内線5523

退職�

国民健康保険に加入する�
退職した会社の健康保険に�

引き続き加入する�
家族が加入している�

健康保険の被扶養者になる�

※国民健康保険は世帯単位の保険です。保険証の交付や国民健康保険税の算定は世
　帯ごとになりますので、実態にあった世帯構成を届け出てください。�

税目�

納期�

４月の納税

国民健康保険税(4月分)

5月1日(火)

納税には便利な口座振替を�
ご利用ください�

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ�

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

ハ
イ
ラ
ン
ド�

し
ら
び
そ
オ
ー
プ
ン�

人
間
国
宝�

一
龍
斎
貞
水
の
至
芸�

���
　
冬
期
休
業
し
て
い
た
「
ハ
イ

ラ
ン
ド
し
ら
び
そ
」
の
営
業
を

再
開
し
ま
す
。�

　
残
雪
の
南
ア
ル
プ
ス
か
ら
中

央
・
北
ア
ル
プ
ス
ま
で
、
３
６

０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
め

ま
す
。
ま
た
、
日
帰
り
入
浴
も

で
き
、
郷
土
料
理
も
味
わ
え
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。�

▼
営
業
開
始
　
４
月
１４
日
g�

※
宿
泊
は
４
月
１３
日
f
か
ら
で

　
き
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
上
村
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー�

　
1
０
２
６
０（
３
６
）２
２
１
１�

　�
��

▼
日
時
　
４
月
１４
日
g�

　
午
後
２
時
開
演�

▼
場
所�

　
旧
座
光
寺
麻
績
学
校
校
舎�

▼
チ
ケ
ッ
ト�

　
２
、０
０
０
円�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
竹
田
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Ａ
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Ａ
駒
ヶ
根
訓
練
所�

　
1
０
２
６
５（
８
２
）６
１
５
１�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　http://w
w
w
.jica.go.jp



平成平成19年４月から年４月から
　70歳未満の国保加入者の歳未満の国保加入者の
平成19年４月から
　70歳未満の国保加入者の 入院時の高額療養費の手続きが変わります入院時の高額療養費の手続きが変わります

■申請・問い合わせ　保健課　国保係　内線5522・5441

高額療養費支給までの流れ�高額療養費支給までの流れ�

平成19年３月31日まで�

※1　国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額が600万円を超える世帯�
※2　過去12カ月間に、１つの世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額�
※3　医療費の総額（10割）�

対象�

住民税�
非課税世帯�

自己負担限度額�
３回目まで�

上位所得者
の世帯   ※1

一般の世帯�

150,000円＋�
（医療費ー500,000円）×１％�

80,100円＋�
（医療費ー267,000円）×１％�

35,400円�

83,400円�

44,400円�

24,600円�

　平成19年 4月 1日から、国民健康保険に加入している方（70歳未満）は、一定の要件
を満たす場合には、入院時の支払いが下表の自己負担限度額までとなります。あらかじめ
国保に申請し、入院するときに医療機関へ「限度額適用認定証」を提示してください。�
※　申請した月から、医療機関での支払いが自己負担限度額になります。�

平成19年４月１日から�

入
院
し
た
方�

医
療
機
関�

国
保�

①自己負担（３割）分の支払い�

②高額療養費の支給申請�

③高額療養費支給（約３カ月後）�

入
院
し
た
方�

国
　
保�

医
療
機
関�

①認定証の
　交付申請�

②認定証交付�

③認定証を提示して自己負担限度額
　まで支払い�

④限度額を
　超える分
　を支払い�

入院時の一部負担金�入院時の一部負担金�

食事代（１食当たり）�

260円�
（減額なし）�

90日以内　210円に減額�
90日から　160円に減額�

限度額�
適用区分�

Ａ�

Ｂ�

Ｃ�

自己負担限度額
４回目以降 ※2

※3

認定要件�認定要件�

国民健康保険税の滞納がない世帯�
※　認定要件から外れる世帯は、これまでどおり高額療養費の支給申請により支給を受けることになります。�

限度額適用認定証の交付を受けるには�限度額適用認定証の交付を受けるには�

申請場所　　市役所保健課国保係、りんご庁舎市民証明コーナー、各自治振興センター�
　　　　　　※　市役所保健課国保係以外での申請では、認定証は後日郵送します。�

必要なもの　国民健康保険証、印鑑�
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地域を学ぶ 飯田・下伊那の歴史�
飯田・下伊那の地域史研究についての
最新成果を、歴史研究所のスタッフが
お話しします。�

歴研地域史講座�

①４月27日(金)�
「養蚕が私たちの暮らしに与えてきたもの」�
　講師：鬼塚 博 研究員�

戦前の飯田・下伊那は、全国で最も養蚕が盛

んな地域でした。養蚕という営みは、この地

域の暮らしにさまざまな影響を与えました。

このことを、個々の農家の経営、女性、地域

社会、世界経済などさまざまな視点で、皆さ

んと一緒に考えたいと思います。�

②５月11日(金)�
「座光寺地区の本棟造と養蚕民家」�
　講師：金澤雄記 研究員�
③６月15日(金)�
「上飯田と飯田町研究の課題」�
　講師：多和田雅保 研究員�
④７月13日(金)�
 「明治期座光寺における学校運営と地域」�
　講師：多和田真理子 調査研究員�
⑤８月３日(金)�
 「飯田城下図を読む」�
　講師：吉田伸之 研究部長・東京大学教授�

時間：午後７時～８時40分�
場所：歴史研究所�

■申し込み・問い合わせ　歴史研究所  10265（53）4670

※資料代が必要な場合があります。�

動物園の�
休園日�

■問い合わせ 動物園�
10265（22）0416

4月 2 日b◆ 9 日b�
　◆16日b◆23日b
5月 7 日b◆14日b
◆21日b◆28日b

玉
造
部
の
会�

美
博
の
自
然
講
座�

交通事故発生状況�
（2月28日現在）�

件数・・・       ・81件（－11）�

死者・・・       ・・　2人（＋2）�

傷者・・・       ・98人（－18）�

（   ）内前年同期対比�

運転中�
　見逃さないで�
　　　　小さな手�

�

た
ま
つ
く
り
べ�

���������������

　
加
工
し
や
す
い
石
で
勾
玉
を

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。�

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
　�

▼
日
時
　
４
月
２２
日
a�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時�

▼
場
所
　
上
郷
考
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博
物
館
　�

▼
費
用�

○
小
・
中
学
生
　
３
０
０
円�

　
高
校
生
以
上
　
４
０
０
円�

　
（
材
料
費
・
入
館
料
な
ど
）�

▼
募
集
人
数
　
３０
人�

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選�

▼
申
込
方
法
　
住
所
、氏
名
、

　
年
齢
（
学
年
・
学
校
）、
電
話

　
番
号
を
明
記
の
上
、
往
復
は

　
が
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は
Ｅ
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ー
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お
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み
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い
。�

▼
申
込
締
切�

　
４
月
１４
日
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）
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ー
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▼
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日
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学
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平成19年度市税等納期の一覧�

（
普
通
徴
収
）�

市

県

民

税

�

軽
自
動
車
税�

都
市
計
画
税�

固
定
資
産
税�

国
民
健
康
保
険
税�

（
普
通
徴
収
）�

介
護
保
険
料�

農
集
排
使
用
料�

下
水
道
使
用
料�

水
道
料
金�

Ａ地区�

（口座振替日※）�

Ｂ地区�

【上下水道の検針地区】�

納 期 限 �

税金・料金は納期限までに納めましょう� ■問い合わせ　税・保険料関係　納　税　課　内線5151�
　　　　　上下水道料関係　水道業務課　内線5256

4 月�
5 月�
6 月�
7 月�
8 月�
9 月�
10月�
11月�
12月�
1 月�
2 月�
3 月�

5 月 1 日（火）�

5 月31日（木）�

7 月 2 日（月）�

7 月31日（火）�

8 月31日（金）�

10月 1 日（月）�

10月31日（水）�

11月30日（金）�

12月26日（水）�

1 月31日（木）�

2 月29日（金）�

3 月31日（月）�

�

1期�

�

2期�

�

�

�

�

3期�

�

4期�

�

1期�

�

4月納期限分�

5月納期限分�

6月納期限分�

7月納期限分�

8月納期限分�

9月納期限分�

10月納期限分�

11月納期限分�

12月納期限分�

1月納期限分�

2月納期限分�

3月納期限分�

�

4月�

�

6月�

�

8月�

�

10月�

�

12月�

�

2月�

3月�

�

5月�

�

7月�

�

9月�

�

11月�

�

1月�

�

�

�

1期�

�

2期�

�

3期�

�

�

4期�

月検針分� 月検針分�

A地区…橋北・橋南・羽場・丸山・東野・座光寺・下久堅（知久平を除く）・上久堅・千代・龍江・伊豆木・山本（久米を除く）・沢城・上村・南信濃
B地区…松尾・知久平・竜丘・川路・立石・下瀬・久米・伊賀良（沢城を除く）・鼎・上郷

税
金
・
料
金�納

　
期
　
月�

納めませんか�

中
学
生
の
「
税
に
関
す
る
標
語
」
入
賞
作
品
か
ら

○
12
月
の
納
期
限
は
通
常
月
よ
り
早
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

・指定した預金口座から、自動的に払い込まれます。�
・納期のたびに金融機関等へ行く必要がありません。�
・一度手続きをすれば、毎年継続されます。�
・納付確認は、通帳記帳によりできます。�

・預金口座のある金融機関で行ってください。�
・必要なもの　　預貯金通帳、届出印、市税等の納付書�

・八十二銀行　　　・長野県労働金庫�
・長野銀行　　　　・みなみ信州農業協同組合�
・飯田信用金庫　　・下伊那園芸農業協同組合�
・長野県信用組合　・郵便局　　　　　　　　　以上の本支店�

・口座の預金が不足していますと振替が出来ません。�
・振替口座を変更される場合は、変更後の口座のある金融機関で
　手続きを行ってください。�
・口座振替の開始は手続きした翌月からになります。�

口座振替で�便利な�

※水道料金、下水道使用料、農集排使用料は、検針時の「使用水量等のお知らせ」に口座振替日が記載されています。�



通信�

通信�
■申し込み・問い合わせ�
　天竜川総合学習館かわらんべ　10265（27）6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

天竜川総合学習館�

これからの予定�

これからの講座予定 ※事前申込が必要�
対象:小学3年生以上　★基本時間　9:00～ 11:00

　食の工房体験学習��
　10:30～13:00�
▼窯焼きピザ作り(トマトソース)�
　4月28日g　材料費150円�
▼窯焼きピザ作り(マルガリータ)�
　4月30日0　材料費150円�
▼窯焼きピザ作り(カレー味)�
　5月4日-　材料費150円�

摘み草クッキング�
５月５日（祝）　9:00～12:30�
持ち物：弁当（おにぎり）、水筒、エプロン�

かわらんべのメールマガジン�
『自然系☆雑学クイズマガジン　カッパネット！』�
　　　　　　　　　　　登録はホームページから�

かわらんべのメールマガジン�
『自然系☆雑学クイズマガジン　カッパネット！』�
　　　　　　　　　　　登録はホームページから�

Pick Up

※このほか「モンクール絵本読み聞かせ」「アップルけんだまクラブ」「くぅーちゃんの紙きり教室」など祝日を中心に楽しい企画がいっぱい！�

▼鉱山めぐり（成人講座）�
　4月21日g　9:00～16:00�
　持ち物：汚れても良い服装（長袖・長ズボン）�
　　　　　弁当、水筒、鉱石採取道具（金槌など）�
▼写真講座　講評1（成人講座）�
　4月25日d　持ち物：カメラ、筆記用具�
▼春の星座�
　4月25日d　19:00～21:00�
　持ち物：筆記用具、防寒具、双眼鏡�
▼天龍峡ムシ探検�
　4月28日g　持ち物：水筒、虫取り網、カゴ�
▼絵手紙を作ろう5（成人講座）�
　5月3日-　持ち物：筆記用具�
▼写真講座　撮影2（成人講座）�
　5月9日d　持ち物：カメラ、筆記用具�
▼春の押し花作り�
　5月12日g　持ち物：水筒、筆記用具�

　羊の毛を使って�
　アクセサリーをつくろう��
4月21日g・22日a、�
5月4日-・6日a・12日g�
10:30～15:30�
場所：なかまの館�
材料費：600円から�
道具代：200円�

　ポリマークレイを使って�
　キーホルダーを作ろう�
　4月14日g　10:00～15:00�
　場所：なかまの館�
　材料費：700円�
　焼くと固くなる粘土でキーホル�
　ダーを作ります。�

　木の工房体験学習��
　10:00～12:00､13:30～15:00�
▼木のペンダントづくり�
　5月12日g

　森森探検隊��
　13:00～15:00�
　集合場所：食の工房前の広場�
▼野人でＧＯ！�
　4月21日g�
　森の探検や石
　器作り、焼石
　での焼肉等、
　原始時代にタ
　イムスリップ�

ノビルやタンポポ、ヨモギなど、水辺の楽校に
生える「春の野草」を摘んで、みんなで「天ぷら」
にしていただきましょう。��
※野草の天ぷらが「おかず」
　になりますので、弁当は
　ご飯ものを中心にお持ち  
　ください。�

　風の回廊体験学習��
　10:00～12:00､13:30～15:00�
　集合場所：風の広場�
▼おおきなしゃぼん玉づくり�
　5月13日a

　なかまの館体験学習��
　　10:00～12:00､13:30～15:00�
　▼お外でラミネート押し花�
　　4月22日a

　森のこども広場��
　5月3日-　10:00～15:00�
　場所：幼児用遊具前の広場�
　世界のうたや「おおきなかぶ」
　の劇があります。楽しみながら
　英語にふれることができます。�

■問い合わせ　公園事務局　10265（59）8080　ＦＡＸ0265（59）8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

� 2007.4.1［広報いいだ］�
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■問い合わせ　かざこし子どもの森公園事務局　1 0265（59）8080　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

さまざまなイベントを開催します。ご家族そろってお出かさまざまなイベントを開催します。ご家族そろってお出かけください。けください。さまざまなイベントを開催します。ご家族そろってお出かけください。

●戸田一郎先生（招待講師）のサイエンスショー�
　内容：火起こし実験�
　場所：おいで館�
　１回目　午前11時～　２回目　午後１時30分～�
�
●モデルロケットを作って飛ばそう�
　場所：なかまの館�
　１回目　午前10時30分（受付　午前10時）�
　２回目　午後１時　　　 （受付　午後０時30分）�
　※各回とも先着20組、小学校低学年は保護者同伴�
�
●ワークショップ�
　午前10時～正午、午後１時～３時�
○おいで館　巨大風船を作ろう　わっかとり棒おとし�
　　　　　　ドライアイス鉄砲で遊ぼう　など�
○屋　　外　巨大シャボン玉で遊ぼう　ソーラーカー�

5/3（祝）�

場所：はらっぱ　時間：正午～午後0時30分�
飯田風越高校吹奏楽部の皆さんによる演奏です。�
※雨天の場合は、6日の同じ時間に変更�

場所：なかまの館周辺　時間：午前10時～午後３時�
けん玉やおしなご、ネイチャーゲーム、割りばし鉄砲など、おもしろい遊
びがたくさん！�

場所：各工房、なかまの館周辺　時間：午前10時～午後3時�
木工や陶芸など地元の作家たちが本格的な作品作りを手ほどきしてくれます。�

5/5（祝）�

5/4（祝）�

場所：風の広場　時間：午前11時～正午�
飯田市在住でモンゴル出身の佐々木ハスゲレルさんによる民族楽器演奏と
歌とお話。モンゴルの爽やかな風を感じてみませんか？�

4/29（祝）�

場所：風の広場ほか　時間：午前10時～午後3時�
世界の音楽とダンスのステージ、おもちゃづくりや子ども遊びなどを体験
しよう！�

4/30（休）�

場所：ふれあい動物広場　時間：終日�
今年も木曽馬の親子がやってきます！�

4/24（火）�
～5/8（火）�

理科実験ミュージアム�
▼紙飛行機を飛ばそう　4月7日（土）�
▼ブーメランを作ろう　4月8日（日）�
▼風船ロケットを作ろう�
　4月15日（日）�
▼プラカップの七変化�
　4月21日（土）�
▼偏光板のステンドグラスを作ろう�
　4月22日（日）�
▼ＣＤコマを作ろう　4月29日（祝）�
▼戸田一郎先生の世界�
　「桐箱、エジソン電球」�
　5月4日（祝）�
▼サイエンスショー「超低温の世界・
　超電導ジェットコースター」�
　5月5日（祝）�

　　おもしろ科学工房ホームページ　http://www.omosirokagaku.com/



� 2007.4.1［広報いいだ］�

場　所相談名 日　時 問い合わせ

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

こころの相談日�

障害のある方�
または�

ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

４月１０日（火）�
１３:００～１６:００�

４月９日（月）�
４月２３日（月）�
１３:３０～,１５:００～�

４月８日（日）�
４月１５日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
８:３０～１７:３０�

上郷保健センター�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て　�
 支援センター）�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

飯伊圏域障害者
総合支援センター
1０２６５（２４）３１８２�

地域づくり・庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援課�
内線５３０１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教育相談室�
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

消 費 者 相 談 �
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

男女共同参画課
内線５３５２�

場　所相談名 日　時 問い合わせ

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

４月１７日（火）�
１３：３０～１５：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�
毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週水曜日�
１３：００～１７:００�

毎週金曜日�
１３：００～１７:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

４月１３日（金）�
１３：００～１７：００�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

子育て支援課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

ポルトガル語�

中 国 語 �

男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

市民証明コーナー�
（りんご庁舎２階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

� 心
配
ご
と
相
談�

外
国
語
相
談�

高齢者福祉相談� りんご庁舎２階� 介護高齢課�
内線５３８４�

相談は無料、秘密は厳守します。　�各種相談所�

４/22（日）�

場所：四季の広場（雨天：丸山小学校体育館）�
時間：午前10時～午後３時�
○パン焼き（炭火焼きひとくちパン）　○けん玉しよう！�
○カンカンかじや（くぎで作るペーパーナイフ）　○芝居小屋�
○凧づくり　○ウオークラリー　○竹あそび　など�

■問い合わせ　飯田子どもまつり実行委員会事務局　10265（23）7586

楽しいこといっぱい！みんなみんなあつまれ～！！�

●４月28日土　５㎞・10㎞・20㎞・40㎞コース�
●４月29日祝　５㎞・10㎞・20㎞・30㎞コース�
○スタート　午前７時（28日40㎞、29日20㎞・30㎞）�
　　　　　　午前９時（28日5㎞・10㎞・20㎞、29日5㎞・10㎞）�
※詳細は広報いいだ３月１日号をご覧ください。当日の申し込み参加も歓迎します！�

■問い合わせ　飯田やまびこマーチ実行委員会事務局　10265（21）3001

～手づくりのおむすびを持って家族で歩こう～�

場所：野底山森林公園　（駐車場は山田グラウンド、送迎バスがあります）�
時間：午前９時～午後２時30分�
○緑化木頒布（１鉢400円　午前：バラ　午後：西洋シャクナゲ）、花木等即売�
　　　　　　　　風船と花の種、綿菓子、おにぎり、豚汁、プラ資源袋�
　　　　　　　　野だて、もち投げ�
　　　　　　　　親子でイス作り、しいたけ菌打ち体験、野底ウォーク�
　　　　　　　　マレットゴルフ、大縄跳び、フラフープ�
　　　　　　　　ひがし太鼓、ジュニアダンス、人形劇、大型紙芝居�
　　　　　　　　上郷小金管バンド、黒田人形、市民吹奏楽団�

■問い合わせ　上郷自治振興センター　10265（22）2540

○プレゼント�

○体験コーナー�

○ステージ�

４/28（土）�
�

～さわやかな風、豊かな緑、ふれあおう森の恵みと～�

4/28（土）�
4/29（祝）�

市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。
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飯田市スポーツカレンダー飯田市スポーツカレンダー飯田市スポーツカレンダー No.1平成19年度�

対象者略称　①体育協会登録会員=会員　②非会員の方　小学生＝小　中学生＝中　高校生＝高　その他＝一般�
会場の略称　○TC＝テニスコート　○CW＝クライミングウォール　○マレット場=マレットゴルフ場�

●剣道�

名称�

県少年剣道練成大会�

居合道浪合大会�

飯伊地区春季剣道大会�

竜峡地区少年剣道大会�

飯伊地区秋季剣道大会�
飯田地区剣道昇級審査会�
（3～1級）�
飯田地区剣道昇級審査会�
（4級以下）�

指導者講習会�

居合道講習会�

剣道講習会�

竜峡地区昇級審査会�

全剣連昇段審査会（初～３段）�

丸山剣道教室�

羽場剣道教室�

座光寺剣道クラブ�

上郷少年少女剣道クラブ�

鼎剣道部�

伊賀良少年剣道クラブ�

山本剣道クラブ�

松尾剣道部�

竜丘剣道クラブ�

川路少年剣道クラブ�

三穂剣道クラブ�

龍江少年剣道クラブ�

千代少年剣道クラブ�

慈恩館道場少年剣道部�

慈恩館居合道部�

慈恩館杖道部�

開催日�

5月12日g

5月26日g

6月24日a

9月22日g

10月14日a

8月19日a、1月13日a

9月1日g、3月1日g

9月16日a

10月27日g・28日a

11月11日a

11月25日a

1月20日a

毎週土曜日�

毎週月・土曜日�

毎週土曜日�

毎週土曜日�

毎週土・日曜日�

毎週水・土曜日�

毎週火・土曜日�

毎週火・土曜日�

毎週土曜日�

毎週土曜日�

毎週土曜日�

毎週土曜日�

毎週土曜日�

毎週火・土曜日�

毎週水・金曜日�

毎週水・日曜日�

会場�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

龍江小体育館�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

龍江小体育館�

飯田市武道館�
丸山公民館・�
丸山小体育館�
羽場公民館・�
飯田西中武道館�

麻績会館�

上郷体育館�

鼎武道館�

伊賀良小体育館�
フォーラム伊賀良・�

山本小・�
阿智第一小体育館�

松尾小体育館�

竜丘小体育館�

川路小体育館�

三穂小体育館�

龍江小体育館�

千代小・千栄小体育館�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

対象者�

会員�

小・中�

小～一般�

小・中・一般�

小・中�

小・中・一般�

小・中・一般�

小～一般�

小～一般�

小・中�

小・中�

小～一般�

小・中�

小・中�

小・中�

高・一般�

高・一般�

●水泳�

名称�

飯伊公認記録会�

飯伊学年別記録会�
県高等学校総合体育大会�
水泳競技大会�
全国JO夏季大会県公認�
記録会�

飯伊学童泳力テスト�
飯伊地区マスターズスイ�
ミングフェスティバル�
秋季県スイミングクラブ�
水泳競技大会�
県春季室内選手権水泳�
競技大会�

開催日�

6月3日a、12月2日a

9月9日a、3月2日a

6月30日g、7月1日a

7月29日a

8月19日a

9月30日a

11月11日a

2月10日a

会場�

Fitness Club FLAT

Fitness Club FLAT

アクアパークIIDA

Fitness Club FLAT

アクアパークIIDA

サンヒルズいいだ�

Fitness Club FLAT

Fitness Club FLAT

対象者�
会員・�
小～高�
会員・�
小～高�

会員・高�
会員・�
小～高�

会員・小�

会員・一般�
会員・�
小～一般�
会員・�
小～一般�

●バドミントン�

大
会
�

講
習
�

教
室
�

大
会
�

大
会
�

会場�

飯田勤労者�
体育センタ－�

名称�

飯伊バドミントン選手権大会�

中日杯争奪バドミントン大会�
体育協会長杯バドミン�
トン大会�

飯田市長杯バドミントン大会�

開催日�

5月13日a

7月29日a

11月4日a

2月17日a

対象者�
会員・�
中～一般�
会員・�
中～一般�
会員・中～�
一般団体�
会員・�
中～一般�

●柔道�

開催日�

5月6日a

2月10日a

4月15日a、�
7月29日a、�
11月18日a

9月16日a、1月27日a

毎週火・金曜日�

毎週水曜日�

毎週火・金曜日�

毎週火・木曜日�

毎週木・土曜日�

毎週火・金曜日�

毎週土曜日�

毎週月曜日�

毎週水・土曜日�

毎週金曜日�

毎週土曜日�

●合気道�

開催日�

5月27日a、10月28日a

毎週土・日曜日�

毎週木曜日�

●卓球�

開催日�

4月8日a

8月5日a

9月16日a

11月18日a

12月2日a

2月17日a

3月23日a

5月4日-

未定�

毎週土曜日�

●ソフトテニス�

会場�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

上郷柔剣道場�

上郷柔剣道場�

麻績会館�

飯田市武道館�

鼎体育館�

松尾公民館�

下久堅小学校�

川路青少年柔道場�

旭ヶ丘中学校�

旭ヶ丘中学校�

竜丘柔道場�

会場�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

上郷柔剣道場�

会場�

鼎体育館�

高森町民体育館�

上郷体育館�

上郷体育館�

上郷体育館�

鼎体育館�

鼎体育館�

高森町民体育館�

鼎体育館卓球室�

会場�

押洞テニスコート�

大
会
�

講
習
�

教
室
�

講
習
�

教
室
�

大
会
�

講
習
�
教
室
�

大
会
�

講
習
�

名称�
県少年少女柔道チャンピ�
オン大会南信予選会�

南島清久杯飯田柔道大会�

地区別講習会�

南信地区講習会�

上郷柔道教室Ａ�

上郷柔道教室Ｂ�

座光寺柔道教室�

飯田柔道教室�

鼎柔道教室�

松尾柔道教室�

下久堅柔道教室�

川路柔道教室�

伊賀良柔道教室�

山本柔道教室�

竜丘柔道教室�

名称�
　藻基之師範による開祖�
植芝盛平直伝の講習会�

合気道教室�

合気道教室�

名称�

春季卓球選手権大会�
伊那谷ダブルス卓球�
選手権大会�

秋季卓球選手権大会�
グリーンバット争奪�
卓球大会�

ニッタク杯争奪卓球大会�

飯田市長杯卓球大会�

会長杯卓球大会�

卓球審判・技術講習会�

ラージボール技術講習会�

ラージボール卓球教室�

名称�
郡市ＡＢＣ級別ソフト�
テニス大会（Ｃクラス）�

郡市ＡＢＣ級別ソフト�
テニス大会�
（Ａ・Ｂクラス、壮年、ママさん）�

県飯田ソフトテニス大会�

飯田・伊那対抗戦�
飯伊地区クラブ対抗�
ソフトテニス大会�

高校1年生ソフトテニス大会�

技術等級検定・講習会�

開催日�

4月21日g、9月23日-

5月5日-、9月30日a

5月20日a

7月8日a

8月5日a、11月11日a

10月28日a

8月25日g

対象者�

会員�

会員・�
小～一般�

小～一般�

対象者�
会員・�
中～一般�

小～一般�

小～一般�

対象者�

会員・小�
～一般�

会員・中�

会員・一般�

一般�

対象者�

中�

会員・高・�
一般�

会員・高�

会員・一般�
会員・高・�
一般�

高�

中～一般�



飯田市スポーツカレンダー飯田市スポーツカレンダー飯田市スポーツカレンダー No.2平成19年度�

� 2007.4.1［広報いいだ］�

■問い合わせ　（財）飯田体育協会　1 0265（22）4511　内線 5861 　FAX 0265（53）4546�
Eメール sports@city.iida.nagano.jp

●弓道�

●空手�

●テニス�

大
会
�

講
習
�

教
室
�

大
会
�

講
習
�

教
室
�

大
会
�

教
室
�

会場�

県営飯田弓道場�

県営飯田弓道場�

県営飯田弓道場�

県営飯田弓道場�

市営弓道場�

市営弓道場�

会場�

飯田高校�

山田体育館�

飯田高校�
飯田勤労者体育�
センター�
飯田高校・上郷�
柔剣道場�

拳武館�

松ぼっくり講堂�

下久堅小体育館�

鼎武道館�

フォーラム伊賀良�

高森町民体育館�

山本公民館�

拳武館�

飯田長姫高校�

丸山公民館�

会場�

天竜峡・喬木TC

天竜峡・矢高TC

天竜峡・矢高TC

天竜峡TC

矢高TC

天竜峡・矢高TC

天竜峡TC

天竜峡・矢高TC

天竜峡・矢高TC

天竜峡TC

天竜峡TC

名称�

市民弓道大会�

県下弓道飯田大会�

飯伊地区高等学校弓道大会�

南信弓道大会�

弐段以下講習会�

弐段以下審査会�

弓道伝達講習会�

射法射技研修会�

飯田弓道教室�

名称�
春季高校体育連盟空手�
道選手権大会�

南信空手道選手権大会�
秋季高校体育連盟空手�
道選手権大会�

技術講習会・昇級審査�

技術講習会�

上郷分会�

松尾少年空手クラブ�

下久堅分会�

鼎分会�

伊賀良分会�

高森分会�

山本分会�

松尾分会（木曜倶楽部）�

姫楽会�

丸山分会�

名称�

県テニス飯田大会�

春季飯田テニス大会�

春季飯田市民テニス大会�

クラブ対抗戦�
鼎オープンダブルス�
テニス大会�

飯田テニス選手権大会�
ビーバーカップミック�
スダブルス大会�

秋季飯田市民テニス大会�

秋季南信テニス大会�

冬季飯田テニス大会�

初心者テニス教室�

ジュニア・kids�
テニス教室�

開催日�

4月29日-

10月7日a

11月3日-、3月下旬�

11月25日a

4月8日a、11月4日a

4月22日a、11月11日a

7月22日a

2月11日-

毎週火・金曜日  20回�
5月中旬～7月下旬�

開催日�

5月�

10月�

10月�

5月・7月・12月�

6月・7月・10月・1月・2月�

毎週月・水・金曜日�

毎週月・金曜日�

毎週水曜日�

毎週火曜日�

毎週火・水曜日�

毎週水曜日�

毎週金曜日�

毎週木曜日�

毎週土曜日�

毎週日曜日�

開催日�

4月1日a

4月29日-

5月27日a

7月15日a

8月26日a

9月16日a

9月23日-

10月8日-

10月28日a

1月27日a

6月10日a・17日a・�
24日a

7月1日a・8日a・16日-

月2回大会のない土日�
4月8日-・22日a、�
5月6日a・20日a

対象者�
会員・高・�
一般�
会員・高・�
一般�

高�
会員・高・�
一般�
会員・高・�
一般�
会員・高・�
一般�
会員・一�
般高段者�
会員・一�
般高段者�

中～一般�
初心者�

対象者�

高�

小～一般�

高�

小～一般�

小～一般�

小・中�

小～一般�

小～一般�

小～高�

小・中�

小～一般�

中～一般�

高・一般�

小～一般�

対象者�

会員�

会員�

会員�
会員・高・�
一般�
会員・高・�
一般�
会員・高・�
一般�
会員・高・�
一般�
会員・高・�
一般�

会員�

会員�

小～一般�

小・中�

●バスケットボール�

大
会
�

教
室
�

●野球�

大
会
�

●ソフトボール�

大
会
�

●山岳�

講
習
�

教
室
�

名称�
飯伊地区中学校バスケ�
ットボール選手権大会�
飯伊高校バスケット�
ボール選手権大会�
春季一般バスケット�
ボール夜間リーグ�
飯伊高校バスケット�
ボール強化リーグ大会�
県ミニバスケットボ�
ール優勝大会（女子）�
県一般男女バスケット�
ボール大会�
飯伊地区中学校新人バ�
スケットボール大会�
秋季一般バスケット�
ボール夜間リーグ�
県家庭婦人バスケット�
ボール親睦大会�
飯伊総合バスケット�
ボール選手権大会�
飯伊ミニバスケット�
ボール選手権大会�

ミニバスケットボールクラブ�
高陵ジュニア�

下久堅ミニバスケット�
ボール教室�
山本ミニバスケット�
ボール教室�
伊賀良ミニバスケット�
ボール教室�

名称�
五味博一旗県選抜選手�
権大会南信大会�

高松宮賜杯全日本�
軟式野球大会�
（1・2部）飯田大会�

国民体育大会一般Ｂ 飯田大会�
天皇賜杯全日本軟式�
野球大会飯田大会�

国民体育大会一般A 南信大会�
全国官公庁軟式野球�
大会飯田大会�
中部日本都市対抗軟式�
野球大会飯田大会�
東日本軟式野球大会�
（1・2部）飯田大会�
東海五県軟式野球大会�
平成20年度代表飯田大会�
東海五県軟式野球大会�
平成20年度代表南信大会�

企業選手権大会飯田大会�
軟式野球連盟飯田支部�

名称�
飯伊地区60歳以上�
ソフトボール大会�

飯田市LS交流�
ソフトボール大会�

飯田市60歳以上�
ソフトボール大会�

名称�

県山岳協会雪上訓練�
県山岳協会伊那支部�
岩登り講習会�
県山岳協会伊那支部�
冬山講習会�
飯田山岳会クライミ�
ング体験教室�

飯田山岳会市民登山�
県山岳協会伊那支部�
夏山登山教室�

開催日�

4月28日g・29日-

5月3日-

6月15日f～7月下旬�

8月6日b・7日c

9月2日a

9月9日a・22日g・23日-

9月15日g・16日a

10月5日f～12月中旬�

10月28日a

2月9日g・10日a・11日-

2月24日a

毎週水・土・日曜日�

毎週日曜日�

毎週土曜日�

毎週日曜日�

開催日�

4月14日g・15日a

4月22日a・29日-

4月30日(休)

5月13日a

5月19日g・20日a

6月17日a

7月8日a・15日a

8月5日a・26日a

9月23日-・30日a

10月6日g・7日a

10月21日a・28日a

開催日�

5月20日a

6月17日a

10月14日a

開催日�

5月下旬�

9月～10月�

12月�

6月上旬�

7月～8月�

7月下旬�

会場�

鼎・上郷体育館�

鼎・上郷体育館�

鼎中体育館・鼎体育館�

鼎・上郷体育館�

鼎体育館　他�

鼎・上郷体育館 他�

鼎・上郷体育館�

鼎中体育館・鼎体育館�

未定�

鼎・上郷体育館�

鼎体育館　他�

高陵中体育館�
座光寺小・上郷小・�

下久堅小体育館�

山本小体育館�

伊賀良小体育館�

会場�

県営飯田野球場�

押洞運動場、�
今宮球場�

今宮球場�

今宮球場�

県営飯田野球場�

今宮球場�

今宮球場�
押洞運動場、�
今宮球場�
押洞運動場、�
今宮球場�

県営飯田野球場�

押洞運動場、�
県営飯田野球場�

会場�

押洞・矢高運動場�

矢高運動場�
県営多目的グラウンド�

県営多目的グラウンド�

会場�

針の木雪渓�

駒ヶ根市菅の台CW

富士山�

駒ヶ根市菅の台CW

北アルプス�

中央アルプス�

対象者�

会員�

小�

小(3年生�
以上)

小�
小（3年生�
以上女子)

対象者�

会員�

対象者�

会員・一般�

会員・一般�

会員�

対象者�

会員�

小～一般�

中～一般�

一般�
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対象者略称　①体育協会登録会員=会員　②非会員の方　小学生＝小　中学生＝中　高校生＝高　その他＝一般�
会場の略称　○TC＝テニスコート　○CW＝クライミングウォール　○マレット場=マレットゴルフ場�

●ゲートボール�

名称�

飯田支部春季親睦大会�

県選手権支部予選大会�

中日旗争奪大会�

社会人（2部）支部予選大会�
信毎旗争奪大会兼県民スポ�
ーツフェスティバル予選会�

高齢者親善支部予選大会�

県選抜支部予選大会�
飯田支部大会（アイホ�
ールいとう大会）�

信毎旗争奪大会�

飯田支部秋季親睦大会�

北信越選手権支部予選大会�

3級審判員講習会�

上級及び役員講習会�

初心者教室�

開催日�

4月3日c

4月18日d

5月16日d、8月29日d

6月12日c

7月4日d

7月17日c

8月7日c

9月7日f

9月26日d

10月9日c

11月13日c

9月�

12月�

4月～10月�

会場�

城下グラウンド�

松尾竜水園�

アスティたかぎ�
松尾竜水園、�
竜丘コミュニ�
ティー広場�

対象者�

会員・一般�

会員�

会員・一般�

会員�

会員・一般�

会員�

会員�

会員�

会員・一般�

会員・一般�

会員�

会員�

小～一般�

●マレットゴルフ�

名称�

5月マレットゴルフ大会�
飯田市長杯争奪マレッ�
トゴルフ大会�
7月大会兼中央道スポ�
ーツ大会予選�

8月マレットゴルフ大会�

9月マレットゴルフ大会�
飯伊マレットゴルフ�
選手権大会�

11月マレットゴルフ大会�

12月マレットゴルフ大会�
新春飯田市マッレト�
ゴルフ大会�

3月マレットゴルフ大会�
ルール、マナー及び�
現況問題について�

開催日�

5月6日a

6月3日a

7月2日b

8月5日a

9月2日a

9月23日-

11月11日a

12月2日a

2月24日a

3月9日a

7月30日b

会場�

松尾マレット場�

今田平マレット場�

座光寺マレット場�

松尾マレット場�

妙琴マレット場 他�
下久堅親水公園�
マレット場�

今田平マレット場�
下久堅親水公園�
マレット場�

座光寺マレット場�

座光寺マッレト場�

座光寺マレット場�

対象者�

会員�

会員・一般�

会員�

会員�

会員�

会員・一般�

会員�

会員�

会員�

会員�

会員�

●ゴルフ�

名称�

県レディース地区対抗�
ゴルフ大会�
飯伊地区レディース�
ゴルフ大会�

県シニア市町村対抗�
ゴルフ大会�
飯田市シニアゴルフ大会�

南信州ゴルフ競技会�
飯田市長旗争奪飯田市�
地区対抗ゴルフ大会�

ゴルフ研修会�

開催日�

4月5日e

4月5日e

5月27日a

9月17日-

5月23日d、�
6月27日d、�
7月25日d

会場�

飯田カントリー倶楽部�

飯田カントリー倶楽部�

あららぎカント�
リークラブ�

高森カントリークラブ�

飯田カントリー�
倶楽部　他�

対象者�

会員・�
一般女子�

(1947/12/31�
以前生まれ)

会員・一�
般シニア�

会員・一般�

会員・一般�

会員・一般�

●ラグビー�

講
習
�

講
習
�

大
会
�

講
習
�

教
室
�

大
会
�

大
会
�

大
会
�

会場�

松尾総合運動場�

対象者�

会員�

名称�
飯田市長杯ラグビー�
フットボール大会�

飯田ラグビーフェスティバル�

上郷杯少年ラグビー大会�
飯伊ラグビースクール�
小学生交流大会�
飯伊ラグビースクール�
中学生交流大会�

開催日�

7月1日a・8日a

9月15日g・16日a

11月3日-

3月2日a

3月21日f

●陸上競技�

●バレーボール�

●家庭婦人バレーボール�

●ソシアルスポーツダンス�

大
会
�

講
習
�

大
会
�

講
習
�

大
会
�

講
習
�
教
室
�

名称�

飯伊春季陸上競技記録会�

飯伊小中学生陸上競技会�

飯伊陸上競技選手権大会�

飯伊秋季陸上競技記録会�

飯伊クロスカントリー大会�

陸上競技技術講習会�

名称�

高校女子バレー春季飯田大会�
飯伊総合6人制バレー�
ボール春季大会�
飯伊小学生バレーボ�
ール春季大会�
飯伊総合9人制バレー�
ボール春季大会�
サントリーカップ小学生�
バレーボール南信大会�
県ソフトバレーフェス�
ティバル南信大会�
飯伊小学生バレー�
ボール秋季大会�

全日本総合９人制�
バレーボール�
選手権大会県予選会�

コカコーラ杯県小学�
生バレーボール大会�
上下伊那ブロック大会�

高校女子バレー秋季飯田大会�
飯伊総合9人制バレー�
ボール秋季大会�
コカコーラ杯県小学生�
バレーボール大会�
飯伊総合6人制バレー�
ボール秋季大会�

飯田合宿高校リーグ戦�
飯伊小学生バレーボー�
ル正月大会�

南信高校OGバレーボール大会�
中学生バレーボール�
技術講習会�

飯伊冬季練成会�

名称�
全国ママさんバレーボ�
ール大会飯伊予選会�
中電若葉杯ママさん�
バレーボール大会�

リーグ戦�

ふれあいチャンピオン�
大会南信地区予選会�

ローソンカップ飯伊予選会�
新春大会兼中日新聞杯ママ�
さんバレーボール大会�

名称�

初心者講習会�

ソシアルスポーツダンス教室�

6月24日a、�
7月15日a、�
10月21日a

9月�

開催日�

4月7日g

5月20日a

8月18日g・19日a

10月21日a

1月20日a

4月29日-・30日(休)、�
9月8日g

1月4日f～7日b、�
3月22日g・23日a

開催日�

4月14日g・15日a

4月22日a

5月20日a

6月10日a

6月17日a

7月8日a

9月9日a

9月22日g・23日-

9月30日a

10月6日g～8日-

10月28日a

11月4日a

12月9日a

1月4日(金)～6日a

1月13日a

2月24日a

1月19日g・20日a

開催日�

5月13日a

6月3日a

9月2日a

10月14日a

1月27日a

開催日�

9月16日a、�
10月21日a、�
11月18日a

毎月第3日曜日�

会場�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

天竜川総合学習館�

松尾総合運動場�

会場�

鼎体育館�

鼎体育館�

鼎・上郷体育館 他�

上郷体育館�

鼎体育館�

鼎・上郷体育館 他�

鼎・上郷体育館 他�

松川・高森�
町民体育館�

鼎・上郷�
体育館　他�

鼎体育館�

上郷体育館�

鼎・上郷体育館 他�

上郷体育館�

鼎体育館�

鼎・上郷体育館 他�

上郷体育館�

中学校体育館�

鼎・上郷体育館 他�

会場�

鼎体育館�

鼎・上郷・切石体育館�

鼎・上郷体育館�

上郷体育館�

上郷体育館�

鼎・上郷体育館�

会場�

飯田市勤労者�
福祉センター�
飯田市勤労者�
福祉センター�

対象者�
会員・小�
～一般�

小・中�
会員・小�
～一般�
会員・小�
～一般�
会員・小�
～一般�

会員・小�
～一般�

対象者�

会員・高�
会員・中�
～一般�

会員・小�

会員・一般�

会員・小�

会員・小�

会員・小�

会員・一般�

会員・小�

会員・高�

会員・一般�

会員・小�
会員・中�
～一般�

会員・高�

会員・小�

会員・一般�

会員・中�

会員・小�

対象者�

会員�

対象者�

会員・一般�

一般�
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●スポーツ少年団�

団体名� 場所� 対象者� 団体名� 開催日� 場所� 対象者�
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
� 空

手
�

バ
ス
ケ
ッ
ト
�

空手道糸東会�

空手第4団鼎空手クラブ�
飯田市空手道連盟�
第2団義心館羽場�

NPO法人日本武道�
総合格闘技連盟�

武道空手飯田少年�
クラブ�

サ
ッ
カ
ー
�ラ
グ
ビ
ー
�

柔
道
�

上郷柔道�

研修会・大会など� 開催日� 場所� 対象者�

高陵ジュニア�
バレーボール�

伊賀良ジュニアバレーボール�

飯田ミニバスケットボール�

上郷バスケット�
ボール�

飯田市少年サッカ�
ースクール�

飯田市上郷ＦＣ�

飯田ラグビー�

上郷ラグビー�

座光寺柔道�

飯田武道館�

幼児～高�

幼児～高�
幼児～高�

幼児～中�

小・中�

小(2年生以上)
幼児～高�
(女子のみ)
小(2年生以上)・中�

幼児～中�

スポーツ�
少年団員�飯田市剣道第一�

開催日�

毎週水曜日�
毎週木・土曜日�
毎週木・土曜日�
毎週木・土曜日�

毎週水・金・日曜日�

毎週土曜日または日曜日�

毎週水・日曜日�

土・日・祝日�

毎週土曜日�

毎週火・金曜日�

毎週火・土曜日�
毎週火・木曜日�

毎週火・土曜日�

上郷体育館�
上郷小体育館�
伊賀良小体育館�
鼎体育館�

上郷小体育館�

松尾・鼎・伊賀良�
座光寺グラウンド 他�
上郷小グラウンド�
松尾総合運動場・�
竜丘小グラウンド�
上郷小グラウンド�

上郷柔剣道場�

麻績会館�
飯田市武道館�

飯田市武道館�

小・中（女子のみ）�
小（2年生以上）�
小�
小(3年生以上)

幼児～中�

小�

小・中�

小(3年生以上)

小・中�

幼児～中�

幼児～中�
幼児～高�

小・中�

飯田市上郷卓球�

チャレスポ多種目�

飯田市カラーガード隊�

飯田市上郷バドミントン�

ポミエ新体操クラブ�

リーダー研修会�

スポーツ少年団大会�

毎週土・日曜日�

毎週火曜日�
毎週火・日曜日�

各地区によって�
異なる�

毎週月・火・水・�
木・土曜日�
毎週土曜日�

毎週日曜日�

毎週月・金曜日�

毎週火・木・土曜日�

10月20日g・21日a

3月2日a

上郷柔剣道場�

鼎武道館　他�
羽場公民館�
上郷黒田・松尾・鼎体育館�
3F・旭ヶ丘中武道場・白�
山町・竜丘児童センター・�
千代公民館・川路公民館・�
麻績会館�

上郷体育館2F

上郷体育館 他�

飯田市武道館2F

上郷体育館�

上郷体育館�
丸山小体育館�

阿南少年自然の家�
飯田勤労者体育�
センター　他�

●アーチェリー�

大
会
�講
習
�教
室
�

開催日�

6月下旬～7月上旬�

4月～7月の毎月第2日曜日�
4月～11月の毎月�
第2日曜日�

対象者�
会員・高・�
一般�
会 員 ・�
中～一般�

中～一般�

●太極拳�

大
会
�

講
習
�

教
室
�

対象者�

会員�
会員・一般�
会員�
会員�
会員�
会員�

小～一般�

名称�

飯田アーチェリー大会�

初心者講習会�

アーチェリー教室�

名称�
飯田武術太極拳フェス�
ティバル�
初心者体験講習及び�
技能検定向講習会�
前期技能検定（5～2級）�
及び講習会�

技術講習会�

段受験者向講習会�

後期技能検定及び講習会�

健高会北方教室�

　〃　武道館教室�

　〃　伊賀良教室�

　〃　高陵教室�

愛好会北方教室�

　〃　駄科教室�

開催日�

10月21日a

6月17日a

7月1日a

7月21日g・22日a)
9月2日a

12月9日a

毎週木曜日�
毎週水・土曜日�
毎週木・金曜日�
毎週水曜日�
毎月第1・第3金曜日�
毎月第2・第4火曜日�

会場�

飯田市アーチェ�
リー場�

会場�

飯田市武道館�
飯田市武道館�
飯田市武道館�
飯田市武道館�
飯田市武道館�
松川名子原体育館�
北方会館�
飯田市武道館�
北方会館、�
伊賀良公民館�

上郷体育館�
北方会館�
駄科集落センター�

●生涯学習・スポーツ課主要行事�

名称� 開催日� 会場� 対象者�

スポーツ課�

県市町村対抗駅伝競走大会�
県市町村対抗小学生駅伝競走大会�

南信濃B&G海洋センタープール開場�
（9月2日まで）�

市営市民プール開場�
（9月2日まで）�

運動公園アクアパークプール開場�
（9月2日まで）�

信州飯田60歳以上ソフトボール大会�
風越登山マラソン大会兼みんな�
で走ろう大会兼ウォーキング大会�
日本女子ソフトボールリーグ1部�
リーグ飯田大会�

県縦断駅伝競走大会�

ニュースポーツフェスティバル�

5月6日a

7月7日g

7月7日g

7月7日g�
�
9月15日g・16日a 予定�
10月8日-

10月20日g・21日a

11月17日g・18日a

11月25日a

松本城～松本平広�
域公園陸上競技場�

南信濃B&G�
海洋センター�

市営市民プール�

市運動公園プール�

市内グラウンド�
市内・風越山・�
今宮球場�

県営飯田野球場�
長野市～飯田市�
飯田勤労者体育�
センター�

●サッカー�

開催日�

大
会
�

4月1日～10月7日の�
毎週日曜日�
(4月15日、9月9日を除く)
4月14日g、6月16日g、�
7月21日g、8月25日g、�
9月22日g、11月24日g、�
12月8日g、3月1日g

5月4日-・5日-

6月3日a・23日g・�
24日a�
7月21日g・22日a

6月16日g・17日a

9月1日g・2日a

7月15日a・16日-

8月25日g・26日a

9月29日g・30日a

10月21日～11月25日�
の毎週日曜日�

11月18日a・23日-

12月1日g・2日a

12月2日～3月30日の毎週�
日曜日(1月13日を除く)

12月8日g・9日a

名称�

社会人飯伊夏季�
サッカーリーグ�

トライアルFA  飯田�

飯田市長杯少年サッカー大会�

県サッカーリーグ�

日本女子サッカー�
なでしこーリーグ�
北信越少年サッカー�
県大会予選会�
飯伊少年サッカー大会�
フェスティバル�

北信越少年サッカー�
県大会�
社会人飯伊サッカー選�
手権大会�

飯伊少年サッカー大会�
社会人飯伊サッカー選手�
権大会3位決定戦・決勝�

社会人飯伊冬季�
サッカーリーグ�

シニアサッカー大会�

県少年サッカー春季大会�3月15日g・16日a

会場�

座光寺河川敷�
運動場�

松尾総合運動場�

県営多目的グラウンド�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

県営多目的グラウンド�
松尾総合運動場�
県営多目的グラ�
ウンド�
松尾総合運動場�
座光寺河川敷運動場�
県営多目的グラウンド�
松尾総合運動場�

座光寺河川敷�
運動場�

松尾総合運動場�
県営多目的グラウンド�

会員・�
一　般�

対象者�

会員・中・�
一　般�

小�

会員・�
一　般�

会員・�
一　般�

小�
小�

小�

会員・一般�
小�
会員・一般�

会員・�
一　般�

会員・一般�
小�

●中央道沿線都市親善スポーツ大会�

名称�

剣道�

弓道�

家庭婦人バレーボール�

小学生バレーボール�

早起き野球�

柔道�

マレットゴルフ�

小学生ラグビー�

アーチェリー�

開催日�

8月5日a)
8月5日a

8月5日a

8月5日a

9月2日a

9月9日a

10月14日a

10月14日a

10月14日a

場所�

飯田市武道館�
県営飯田弓道場�
鼎体育館 他�
上郷体育館 他�
県営多目的グラウ�
ンド 他�

飯田市武道館�
座光寺マレット場�
松尾総合運動場�
矢高グラウンド�

対象者�

一般�
高・一般�
登録チーム�
小�
会員�
小・中�
会員・一般�
小�
中～一般�



［広報いいだ］2007.4.1��大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�

発行・編集：飯田市役所企画部秘書広報文書課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ 1０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１●ホームページ http://www.city.iida.nagano.jp/

1937（昭和12年）～�

●開所時間　午前９時～午後５時�
●休  所  日　日・月曜日、祝日�
●歴史研究所では、歴史資料を調査、収集、保存しています。閲覧スペー
スでは、収集した資料をご覧いただけます。お気軽にご利用ください。�

専門研究者を講師に、歴史研究の最前線をわかりやすく
講義します。ぜひご参加ください。�

●時　間　１日目（土曜日）　13：30～17：00�
　　　　　２日目（日曜日）　10：00～14：30�
●場　所　飯田市歴史研究所３階�
●定　員　各講座30人　　　●申し込み　電話�
●受講料　資料代として500円（2日間分）�

第33講座　４月14日（土）・15日（日）�

飯田アカデミア�2007上半期�

地域歴史学の試み�

講師：桜井由躬雄さん（前東京大学教授、放送大学客員教授）�

ベトナムの一小村の老人200人の聞き取りをもとに、農
協の形成と解体、現在の課題を考えます。食べるため
の農協活動と、稼ぐための個人経営が、わずか2000㎡
の農地の上に分業化されている様子を紹介します。�

第34講座　５月19日（土）・20日（日）�

農家の建築と養蚕�
講師：藤井恵介さん（東京大学准教授）�

第35講座　６月23日（土）・24日（日）�

地域の蘭学と飯田の文化�
講師：青木歳幸さん（佐賀大学教授）�

第36講座　７月21日（土）・22日（日）�

日本社会と相撲�
講師：新田一郎さん（東京大学教授）�

－ベトナムの小さなムラの農協の歴史�

●開館時間　午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）�
●休 館 日 　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 　一般310円（210円）、高校生200円（150円）、�

　　　　　　  小中学生100円（80円）※（ ）内は20人以上の団体�

展示期間�4月19日E～5月27日A

〈特別陳列〉�

飯田大火60年�－まちを変えた大災害を振りかえる－�

�

飯田市報第１号（昭和22年6月26日発行）�
�
飯田市制施行70周年を記念し、広報いいだを通して70年を
振り返るコーナーです。第１回は、「広報いいだ」第１号です。
当初は、「飯田市報」と言う名前でした。市民と行政が協力し
て大火からの復興に努めていこうという市長からのメッセージや、
岸田國士の「飯田の町に寄す」も掲載されています。�

飯田市の人口（3/1現在）■人口＝107,502人（前月比‐60）男51,547人／女55,955人  ■世帯＝37,477戸（前月比‐45）�

　今から60年前の昭和22年４月20日午前11時40分、知久町

一丁目辺りから出火した火災はまたたく間に燃え広がり、飯田市

街地のおよそ８割を焼き尽くしました。罹災世帯数4,010、罹災人

数17,800人、全国における戦後の大火の中でも鳥取の大火（昭

和27年）に次ぐ大惨事です。�

　その後の飯田は、防災モデル都市として復興し、裏界線やり

んご並木も誕生しました。しかし、かつて城下町の佇まいを残し「飯

田　美しき町」と讃えられたこのまちは、大きく変貌し

たのでした。�

　今回の特別陳列は、写真を中心に映像や資

料を加え、さらに体験談を交えながら、飯田大火を

振り返ります。�

消
火
活
動
に
あ
た
る
人
々�


























